
魚沼市議会ホームページは でご覧になれます。魚沼市議会 検索 令和3年10月25日発行

発行／魚沼市議会　　発行責任者／関矢孝夫　　住所／〒946-8601 新潟県魚沼市小出島910番地
TEL／025-793-7444　　FAX／025-792-1260　　Ｅメール／gikaizimu@city.uonuma.lg.jp

　「市
議
会
だ
よ
り
」
を
読
ん
で
い
る
と
、

市
内
の
ス
キ
ー
場
の
今
後
の
運
営
に
関
す

る
記
事
が
目
に
留
ま
り
ま
す
。
こ
こ
数
年

で
は
大
原
ス
キ
ー
場
、
大
湯
温
泉
ス
キ
ー

場
が
営
業
終
了
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　私
も
幼
い
頃
か
ら
市
内
の
ス
キ
ー
場
で

ス
キ
ー
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ス
キ
ー

場
が
営
業
終
了
に
な
っ
て
し
ま
い
、
も
う

滑
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
う
と
と
て
も

残
念
で
す
。

　毎
年
市
内
の
ス
キ
ー
場
に
滑
り
に
行
く

と
、
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
む

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
雪
が
降

る
中
で
も
子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い

に
滑
っ
て
い
ま
す
。ポ
ー
ル
を
セ
ッ
ト
し
、

熱
心
に
滑
り
込
む
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ー
シ
ン
グ

の
子
ど
も
た
ち
も
い
て
、
練
習
に
励
み
、

全
国
大
会
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
も
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
市
内
の
ス

キ
ー
場
で
楽
し
く
滑
走
し
て
い
る
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　都
内
で
の
旅
行
会
社
で
の
勤
務
を
辞

め
、６
年
前
に
魚
沼
市
に
帰
郷
し
ま
し
た
。

帰
郷
し
た
理
由
は
大
小
あ
り
ま
す
が
、
大

き
な
理
由
は
「
魚
沼
市
に
ス
キ
ー
場
が
あ

る
か
ら
」
魚
沼
市
は
約
６
カ
月
間
、
自
然

降
雪
の
上
を
滑
走
（
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
）
す
る
こ
と
の
で
き
る
全
国
的
に
見

て
も
稀
な
地
域
で
す
。
私
は
「
市
民
の
ス

キ
ー
場
を
考
え
る
会
」の
副
代
表
と
し
て
、

市
内
ス
キ
ー
場
が
こ
の
街
に
与
え
て
く
れ

て
い
る
正
し
い
価
値
を
伝
え
る
た
め
に
、

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
ス
キ
ー
場
の
新
た
な

可
能
性
を
見
出
し
、
形
に
す
る
た
め
活
動

し
て
い
ま
す
。

　密
な
屋
内
、
県
外
へ
の
旅
行
や
移
動
が

厳
し
い
疫
病
の
渦
中
、
地
元
の
当
た
り
前

に
あ
る
場
所
、
物
、
事
柄
を
い
か
に
魅
力

と
捉
え
、工
夫
で
き
る
か
。
害
と
見
る
か
、

魅
力
と
見
る
か
。
地
力
が
試
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
信
頼
で
き
る
仲
間
と
共

に
、
私
な
り
に
工
夫
し
、
発
信
し
て
行
き

ま
す
。

　９
月
30
日
、
緊
急
事
態
宣

言
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
全
面
解
除
さ
れ
、
10
月

５
日
現
在
、
全
国
の
感
染
者

数
は
９
８
２
人
と
激
減
し
ま

し
た
。
魚
沼
市
の
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
状
況
は
、
12
歳

以
上
の
２
回
接
種
率
は
９
月

末
現
在
、
83
・
４
％
で
す
。

激
減
し
た
理
由
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
基
本
的
な
感
染
予
防

対
策
が
功
を
奏
し
て
き
た
と

感
じ
ま
す
。

　魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
新

米
を
は
じ
め
、里
山
の
紅
葉
・

魚
沼
の
宝
巡
り
等
、
魚
沼
の

秋
を
満
喫
で
き
る
季
節
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
国
、
県
、

市
に
よ
る
観
光
支
援
事
業
が

行
わ
れ
、
魚
沼
の
秋
を
求
め

て
観
光
客
が
訪
れ
る
な
ど
、

日
常
生
活
に
活
気
が
少
し
ず

つ
戻
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
基
本
的
な
感
染
防
止
対

策
を
行
い
な
が
ら
、
疲
弊
し

た
地
域
経
済
を
市
民
の
力
で

立
て
直
し
ま
し
ょ
う
。

（
横
山
正
樹
）

あ
と
が
き

市
民
の
声

試
さ
れ
る
地
力

小
出
本
町

櫻
井
一
崇
さ
ん

市
内
の
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て

思
う
こ
と

わが校
自慢

　感染症対策に十分留意したうえで
「市民の声を聞く会」を開催します。
今回は初めて、グループに分かれて
少人数での意見交換会を実施します。
　より１人１人と向き合って率直な
ご意見をお聞きし、今後の議会活動
に反映していきます。予約不要です
ので直接会場にお越しください。

　小
出
中
学
校
は
、元
気
が
あ
り
団

結
力
が
と
て
も
強
い
で
す
。今
年
度

の
体
育
祭
で
は
、感
染
症
対
策
を
と

り
な
が
ら
各
学
年
で
工
夫
を
凝
ら
し

た
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、競

技
後
に
互

い
の
健
闘

を
称
え
合
い
、全
校
一
丸
と
な

っ
て
校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。今

年
度
も
様
々
な
活
動
を
通
し

て
、さ
ら
に
団
結
力
の
あ
る
学

校
に
し
た
い
で
す
。
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小 島 里 紗さん「祭り」小出中学校　３年

上
原

　目
黒
優
平
さ
ん

市民の声を聞く会
-あなたの声を聞かせてください-

第２回議会報告会

11/4

11月4日㈭ 午後7時〜午後9時ごろ

堀之内公民館大ホール

日時

会場

※当日はこの議会だよりが資料となりますので、お持ちください。
　市内の感染状況によっては中止します。
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◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

　令和３年第３回定例会が９月９日から10月４日までの26日間の会期で開催されました。
　今定例会では、補正予算関係３件（一般会計２件、介護保険特会１件）、条例関係２件、その他案件として市道
路線の認定及び変更の２件が提案され、いずれも原案可決となりました。
　また、令和２年度会計決算の認定９件（一般会計、特別会計、企業会計）も提案され、９月27日から３日間に渡
り令和２年度会計決算審査特別委員会を開催し、審査しました。次年度以降の予算に反映すべく白熱した議論が展
開され、いずれの会計も認定すべきものと決定しました。詳細は６ページ「決算審査特別委員会Q＆A 」を参照く
ださい。
　請願、陳情関係ではコロナ禍における生活困窮者に対する食料支援に関する請願、私学助成に関する陳情が提出
されましたが、不採択となりました。討論について、詳細は８ページを参照ください。

第３回定例会報告第３回定例会報告

第３回定例会補正予算第３回定例会補正予算
主　　な　　内　　容計

296億9,940万円

補正額

1億5,500万円

補正前の額

令和３年度魚沼市一般会計
補正予算（第５号）

（専決処分）
295億4,440万円

302億4,040万円5億4,100万円
令和３年度魚沼市一般会計
補正予算（第６号）

296億9,940万円

令和２年度会計の決算に伴う歳入・歳出
の追加

52億2,750万円1億8,350万円
令和３年度魚沼市介護保険
特別会計補正予算（第１号） 

50億4,400万円

県からの時短要請にともなう飲食店等へ
の協力金の支給など

第３回定例会議案等
付　　　議　　　事　　　件議案番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第84号

令和２年度魚沼市一般会計決算の認定について

決

　
　
　
　
　算

議案
第85号

令和２年度魚沼市国民健康保険特別会計決算の認定に
ついて

議案
第86号

令和２年度魚沼市後期高齢者医療特別会計決算の認定
について

議案
第93号

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度魚沼市一般会計補正予算（第５号））

議案
第94号

令和３年度魚沼市一般会計補正予算（第６号）

議案
第95号

令和３年度魚沼市介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案
第87号

令和２年度魚沼市介護保険特別会計決算の認定について

議案
第88号

令和２年度魚沼市工業団地造成事業特別会計決算の認
定について

議案
第89号

令和２年度魚沼市病院事業会計決算の認定について

議案
第90号

令和２年度魚沼市ガス事業会計決算の認定について

議案
第91号

令和２年度魚沼市水道事業会計決算の認定について

議案
第92号

令和２年度魚沼市下水道事業会計決算の認定について

議案
第96号条

　
　
　例

賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　ー＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。
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渡
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富
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大
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森
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賛

　
　
　成

反
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星

　
　直
樹

桑
原

　郁
夫

遠
藤

　徳
一

志
田

　
　貢

魚沼大地クラブ合　計 しんせいクラブ 会派所属なしみらいの風日本共産党 緑　晴　会

予

　
　
　算

議案
第98号

市道路線の認定について

議案
第99号

市道路線の変更について

そ

　の

　他

請願
第４号

コロナ禍に苦しむ人々に食料を支援する施策を求める
請願

陳情
第１号

「コロナ禍における私立高校生の学びを保障し私立高校
の教育環境整備をはかるため、私学助成増額・拡充を求
める意見書」の採択を求める陳情

請

願
・
陳

情

発議
第６号

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の
充実を求める意見書の提出について

発議
第７号

豪雪地帯対策特別措置法の改正等に関する意見書の提
出について

発

　
　
　議

魚沼市税条例等の一部改正について
（地方税法等の改正による個人市民税の非課税の範囲を明確

にする規定の整備等に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第97号

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

×

×

◎

◎

◎

魚沼市長寿祝賀条例の一部改正について
（市外の老人福祉施設等に入所又は入居をする住所地特例対

象被保険者にも長寿祝金等を支給するため、所要の改正を行

うもの）

魚沼市議会として
２件の意見書を
　　国へ提出しました

魚沼市議会として
２件の意見書を
　　国へ提出しました

「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
　　　　地方税財源の充実を求める意見書」

「豪雪地帯対策特別措置法の改正等に関する意見書」

「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
　　　　地方税財源の充実を求める意見書」

「豪雪地帯対策特別措置法の改正等に関する意見書」

「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
　　　　地方税財源の充実を求める意見書」

「豪雪地帯対策特別措置法の改正等に関する意見書」

　特別豪雪地帯における道路、学校等の整備を促進するため、豪雪法の特例措置の延長を講
ずるとともに、豪雪地帯の住民の安全な生活を確保するため、財政支援制度を創設するなど、
総合的な対策を実施するよう、意見書を国へ提出しました。

新型コロナウイルス感染症対策関連の取
組経費、魚沼特使連携魅力発信業務委託、
旧小出庁舎解体工事設計業務委託、公共
交通連携実証運行補助金など

魚沼市議会 公式YouTubeチャンネル ぜひご覧くださいをぜひご覧くださいを

　市議会の様子がYouTubeにてご覧になれます。

９月から総務文教委員会、産業厚生委員会、決

算特別委員会についても配信がスタートしまし

た。これからも、より開かれた議会を目指し発

信していきます。

　ぜひチャンネル登録をお願い

します。

　新型コロナ感染症のまん延により、地方財政は引き続き、
巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面していま
す。コロナ禍への対応、防災・減災、雇用の確保、地球温暖
化対策、医療介護、子育てをはじめとした社会保障関係経費
や公共施設の老朽化対策費など、将来に向けて増える財政需
要に見合う財源が求められます。その財源確保のための地方
税制の充実確保を望む意見書を国へ提出しました。
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令和２年度会計の決算に伴う歳入・歳出
の追加

52億2,750万円1億8,350万円
令和３年度魚沼市介護保険
特別会計補正予算（第１号） 

50億4,400万円

県からの時短要請にともなう飲食店等へ
の協力金の支給など

第３回定例会議案等
付　　　議　　　事　　　件議案番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第84号

令和２年度魚沼市一般会計決算の認定について

決

　
　
　
　
　算

議案
第85号

令和２年度魚沼市国民健康保険特別会計決算の認定に
ついて

議案
第86号

令和２年度魚沼市後期高齢者医療特別会計決算の認定
について

議案
第93号

専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度魚沼市一般会計補正予算（第５号））

議案
第94号

令和３年度魚沼市一般会計補正予算（第６号）

議案
第95号

令和３年度魚沼市介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案
第87号

令和２年度魚沼市介護保険特別会計決算の認定について

議案
第88号

令和２年度魚沼市工業団地造成事業特別会計決算の認
定について

議案
第89号

令和２年度魚沼市病院事業会計決算の認定について

議案
第90号

令和２年度魚沼市ガス事業会計決算の認定について

議案
第91号

令和２年度魚沼市水道事業会計決算の認定について

議案
第92号

令和２年度魚沼市下水道事業会計決算の認定について

議案
第96号条

　
　
　例

賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　ー＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。
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15

不採択

不採択

原案可決

請願第４号

陳情第１号

議案第86号
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田

　
　貢

魚沼大地クラブ合　計 しんせいクラブ 会派所属なしみらいの風日本共産党 緑　晴　会

予

　
　
　算

議案
第98号

市道路線の認定について

議案
第99号

市道路線の変更について

そ

　の

　他

請願
第４号

コロナ禍に苦しむ人々に食料を支援する施策を求める
請願

陳情
第１号

「コロナ禍における私立高校生の学びを保障し私立高校
の教育環境整備をはかるため、私学助成増額・拡充を求
める意見書」の採択を求める陳情

請

願
・
陳

情

発議
第６号

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の
充実を求める意見書の提出について

発議
第７号

豪雪地帯対策特別措置法の改正等に関する意見書の提
出について

発

　
　
　議

魚沼市税条例等の一部改正について
（地方税法等の改正による個人市民税の非課税の範囲を明確

にする規定の整備等に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第97号

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

×

×

◎

◎

◎

魚沼市長寿祝賀条例の一部改正について
（市外の老人福祉施設等に入所又は入居をする住所地特例対

象被保険者にも長寿祝金等を支給するため、所要の改正を行

うもの）

魚沼市議会として
２件の意見書を
　　国へ提出しました

魚沼市議会として
２件の意見書を
　　国へ提出しました

「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
　　　　地方税財源の充実を求める意見書」

「豪雪地帯対策特別措置法の改正等に関する意見書」

「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
　　　　地方税財源の充実を求める意見書」

「豪雪地帯対策特別措置法の改正等に関する意見書」

「コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
　　　　地方税財源の充実を求める意見書」

「豪雪地帯対策特別措置法の改正等に関する意見書」

　特別豪雪地帯における道路、学校等の整備を促進するため、豪雪法の特例措置の延長を講
ずるとともに、豪雪地帯の住民の安全な生活を確保するため、財政支援制度を創設するなど、
総合的な対策を実施するよう、意見書を国へ提出しました。

新型コロナウイルス感染症対策関連の取
組経費、魚沼特使連携魅力発信業務委託、
旧小出庁舎解体工事設計業務委託、公共
交通連携実証運行補助金など

魚沼市議会 公式YouTubeチャンネル ぜひご覧くださいをぜひご覧くださいを

　市議会の様子がYouTubeにてご覧になれます。

９月から総務文教委員会、産業厚生委員会、決

算特別委員会についても配信がスタートしまし

た。これからも、より開かれた議会を目指し発

信していきます。

　ぜひチャンネル登録をお願い

します。

　新型コロナ感染症のまん延により、地方財政は引き続き、
巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直面していま
す。コロナ禍への対応、防災・減災、雇用の確保、地球温暖
化対策、医療介護、子育てをはじめとした社会保障関係経費
や公共施設の老朽化対策費など、将来に向けて増える財政需
要に見合う財源が求められます。その財源確保のための地方
税制の充実確保を望む意見書を国へ提出しました。
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自主財源
約127億円
（35％） 依存財源

約231億円
（65％）

特別会計・企業会計

【特別会計】 歳入（収入） 歳出（支出） 差　引

【企業会計】 歳入（収入） 歳出（支出） 差　引

国民健康

保険

後期高齢者医療

介護保険

工業団地造成事業

事業勘定

直営診療所施設勘定

33億9,268万6千円

1億129万1千円

8億5,120万2千円

50億4,205万円

4億8,700万6千円

32億8,162万1千円

1億97万3千円

8億5,018万6千円

48億5,425万2千円

4億8,583万5千円

1億1,106万5千円

31万8千円

101万6千円

1億8,779万8千円

117万1千円

病院事業

ガス事業

水道事業

下水道事業

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

9億7,729万5千円

4億3,459万3千円

13億6,348万8千円

4,431万6千円

9億4,448万円

2億9,953万円

25億1,115万6千円

6億8,200万4千円

8億767万7千円

4億8,955万4千円

12億6,226万2千円

2億1,286万2千円

8億442万7千円

6億5,767万6千円

22億7,126万1千円

15億5,802万2千円

1億6,961万8千円

▲5,496万1千円

1億122万6千円

▲1億6,854万6千円

1億4,005万3千円

▲3億5,814万6千円

2億3,989万5千円

▲8億7,601万8千円

令和２年度決算をチェック！

お金の使い方を確認しました

一般会計
357億9,580万9千円357億9,580万9千円歳入

348億2,457万8千円348億2,457万8千円歳出

９億７，１２３万１千円差　引

総務費総務費総務費 その他その他その他諸支出金諸支出金諸支出金公債費公債費公債費教育費教育費教育費消防費消防費消防費土木費土木費土木費商工費商工費商工費農林水産業費農林水産業費農林水産業費衛生費衛生費衛生費民生費民生費民生費

約3億円
（1％）

約10億円
（3％）

約18億円
（5％）約12億円

（3％）

約26億円
（7％）

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

依存財源とは…
地方交付税、市が借り入れた地方債など、ほかから
調達するお金
〔地方交付税、国県支出金、市債、譲与税等〕

市税や使用料など市が独自に収入できるお金
〔市税、繰入金、寄附金、諸収入等〕

自主財源とは…

約72億円
（21％）

約59億円
（17％）

約45億円
（13％）

管理事務、戸

籍、徴税、選

挙、人事、広

報発行に要

する経費

議会活動、災

害復旧、労働

福祉などに

要する経費

基金への積

立などに要

する経費

市が借り入

れた地方債

の元利償還

金額

学校、幼稚園

などの施設

整備や教育

内容の充実

に要する経費

消防、救急業

務や防災に

要する経費

道路橋りょ

う、河川、水

路、公園、市

営住宅など

に要する経費

商工業、観光

の振興に要

する経費

農業委員会、

農業振興、土

地改良事業

などに要す

る経費

保健衛生、環

境衛生、ゴミ

処理などに

要する経費

社会福祉、児

童福祉、生活

保護などに

要する経費

　９月定例会は通称「決算議会」ともいわれ、定例会中に会計決算審査特別委員会（遠藤徳一

委員長）を設置し、９月27日から29日までの３日間にわたり令和２年度会計を審査しました。

　委員会では、一般会計ほか、特別会計４件、企業会計４件の９会計について市長、教育長、担当
部局に対し質疑を行い、市民にとって実りのある予算執行であったか、次年度以降に反映できる要
素はないか、確認作業も含め白熱した中で審議を重ねました。
　その結果、いずれの会計も適正と判断し認定しました。これからも市民の声を生かした予算執行
となるよう魚沼市議会としても務めてまいります。皆様の声をお寄せ下さい。

どういかされた？ 私たちのお金

令和２年度会計決算審査令和２年度会計決算審査令和２年度会計決算審査

議会が厳しくチェック！議会が厳しくチェック！議会が厳しくチェック！

令和２年度　新型コロナウイルス感染症関連の事業令和２年度　新型コロナウイルス感染症関連の事業令和２年度　新型コロナウイルス感染症関連の事業令和２年度　新型コロナウイルス感染症関連の事業
感染症の拡大により身近な生活にも大きく影響が広がっています。感染症の拡大により身近な生活にも大きく影響が広がっています。

新型コロナウイルス感染症関連経費（一般会計）

新型コロナウイルス感染症の影響による減収
※感染症の影響と明確に判断できるもの、または減収額を算出できるもののみ

衛生用品の購入

感染症防止対策

ＰＣＲ検査体制の強化など感染の早期発見

ワクチン接種体制の整備

学校の臨時休校等を円滑に進めるための環境整備

その他

市内経済の活性化

雇用の維持

事業継続に困っている中小事業者への支援

生活の支援

ポストコロナを見据えた新産業の創出

感染症防止対策

1億1,603万7千円

経済対策

47億6,603万円

そのうち

税収減と

なったもの

各施設や学校等における消毒液やディスペンサーの購入費用等

各施設や学校等における手洗い自動化、感染防止に関するチラシ印刷等

検査費用の助成、職員の検査費用等

ワクチンの接種経費等

臨時休校時の配置職員の報酬等

高齢者の自宅運動用ＤＶＤ作成、家庭ごみ持込自粛チラシ配布等

プレミアム付商品券、観光需要喚起の各種キャンペーン等

雇用調整助成金申請の支援、失業者支援給付金

中小事業者経営継続支援事業補助金、指定管理者経営継続支援等

特別定額給付金、水道・下水道基本料減額分、ひとり親世帯臨時特別給付金等

学校のＩＣＴ機器整備、ネットワーク環境整備等

内　　　容 金　　額

内　　　容 金　　額

1,282万円

8,170万1千円

68万6千円

1,460万円

570万1千円

52万9千円

4億7,301万7千円

328万円

2億6,272万5千円

37億6,829万2千円

2億5,871万6千円

入湯税　現年課税分

固定資産税　現年課税分

市民税（個人）　現年課税分

営業自粛や観光需要の低迷による利用者の減による減収

徴収猶予の特例の申請によるもの

徴収猶予の特例の申請によるもの

1,517万3千円

1,104万円

149万4千円

総額  48 億 8,206 万 7 千円

総額  6,440 万 4 千円

総額  48 億 8,206 万 7 千円

総額  6,440 万 4 千円

２

1
約39億円
（11％）約34億円

（10％）約30億円
（9％）



45 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

自主財源
約127億円
（35％） 依存財源

約231億円
（65％）

特別会計・企業会計

【特別会計】 歳入（収入） 歳出（支出） 差　引

【企業会計】 歳入（収入） 歳出（支出） 差　引

国民健康

保険

後期高齢者医療

介護保険

工業団地造成事業

事業勘定

直営診療所施設勘定

33億9,268万6千円

1億129万1千円

8億5,120万2千円

50億4,205万円

4億8,700万6千円

32億8,162万1千円

1億97万3千円

8億5,018万6千円

48億5,425万2千円

4億8,583万5千円

1億1,106万5千円

31万8千円

101万6千円

1億8,779万8千円

117万1千円

病院事業

ガス事業

水道事業

下水道事業

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

9億7,729万5千円

4億3,459万3千円

13億6,348万8千円

4,431万6千円

9億4,448万円

2億9,953万円

25億1,115万6千円

6億8,200万4千円

8億767万7千円

4億8,955万4千円

12億6,226万2千円

2億1,286万2千円

8億442万7千円

6億5,767万6千円

22億7,126万1千円

15億5,802万2千円

1億6,961万8千円

▲5,496万1千円

1億122万6千円

▲1億6,854万6千円

1億4,005万3千円

▲3億5,814万6千円

2億3,989万5千円

▲8億7,601万8千円

令和２年度決算をチェック！

お金の使い方を確認しました

一般会計
357億9,580万9千円357億9,580万9千円歳入

348億2,457万8千円348億2,457万8千円歳出

９億７，１２３万１千円差　引

総務費総務費総務費 その他その他その他諸支出金諸支出金諸支出金公債費公債費公債費教育費教育費教育費消防費消防費消防費土木費土木費土木費商工費商工費商工費農林水産業費農林水産業費農林水産業費衛生費衛生費衛生費民生費民生費民生費

約3億円
（1％）

約10億円
（3％）

約18億円
（5％）約12億円

（3％）

約26億円
（7％）

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

壱万円

依存財源とは…
地方交付税、市が借り入れた地方債など、ほかから
調達するお金
〔地方交付税、国県支出金、市債、譲与税等〕

市税や使用料など市が独自に収入できるお金
〔市税、繰入金、寄附金、諸収入等〕

自主財源とは…

約72億円
（21％）

約59億円
（17％）

約45億円
（13％）

管理事務、戸

籍、徴税、選

挙、人事、広

報発行に要

する経費

議会活動、災

害復旧、労働

福祉などに

要する経費

基金への積

立などに要

する経費

市が借り入

れた地方債

の元利償還

金額

学校、幼稚園

などの施設

整備や教育

内容の充実

に要する経費

消防、救急業

務や防災に

要する経費

道路橋りょ

う、河川、水

路、公園、市

営住宅など

に要する経費

商工業、観光

の振興に要

する経費

農業委員会、

農業振興、土

地改良事業

などに要す

る経費

保健衛生、環

境衛生、ゴミ

処理などに

要する経費

社会福祉、児

童福祉、生活

保護などに

要する経費

　９月定例会は通称「決算議会」ともいわれ、定例会中に会計決算審査特別委員会（遠藤徳一

委員長）を設置し、９月27日から29日までの３日間にわたり令和２年度会計を審査しました。

　委員会では、一般会計ほか、特別会計４件、企業会計４件の９会計について市長、教育長、担当
部局に対し質疑を行い、市民にとって実りのある予算執行であったか、次年度以降に反映できる要
素はないか、確認作業も含め白熱した中で審議を重ねました。
　その結果、いずれの会計も適正と判断し認定しました。これからも市民の声を生かした予算執行
となるよう魚沼市議会としても務めてまいります。皆様の声をお寄せ下さい。

どういかされた？ 私たちのお金

令和２年度会計決算審査令和２年度会計決算審査令和２年度会計決算審査

議会が厳しくチェック！議会が厳しくチェック！議会が厳しくチェック！

令和２年度　新型コロナウイルス感染症関連の事業令和２年度　新型コロナウイルス感染症関連の事業令和２年度　新型コロナウイルス感染症関連の事業令和２年度　新型コロナウイルス感染症関連の事業
感染症の拡大により身近な生活にも大きく影響が広がっています。感染症の拡大により身近な生活にも大きく影響が広がっています。

新型コロナウイルス感染症関連経費（一般会計）

新型コロナウイルス感染症の影響による減収
※感染症の影響と明確に判断できるもの、または減収額を算出できるもののみ

衛生用品の購入

感染症防止対策

ＰＣＲ検査体制の強化など感染の早期発見

ワクチン接種体制の整備

学校の臨時休校等を円滑に進めるための環境整備

その他

市内経済の活性化

雇用の維持

事業継続に困っている中小事業者への支援

生活の支援

ポストコロナを見据えた新産業の創出

感染症防止対策

1億1,603万7千円

経済対策

47億6,603万円

そのうち

税収減と

なったもの

各施設や学校等における消毒液やディスペンサーの購入費用等

各施設や学校等における手洗い自動化、感染防止に関するチラシ印刷等

検査費用の助成、職員の検査費用等

ワクチンの接種経費等

臨時休校時の配置職員の報酬等

高齢者の自宅運動用ＤＶＤ作成、家庭ごみ持込自粛チラシ配布等

プレミアム付商品券、観光需要喚起の各種キャンペーン等

雇用調整助成金申請の支援、失業者支援給付金

中小事業者経営継続支援事業補助金、指定管理者経営継続支援等

特別定額給付金、水道・下水道基本料減額分、ひとり親世帯臨時特別給付金等

学校のＩＣＴ機器整備、ネットワーク環境整備等

内　　　容 金　　額

内　　　容 金　　額

1,282万円

8,170万1千円

68万6千円

1,460万円

570万1千円

52万9千円

4億7,301万7千円

328万円

2億6,272万5千円

37億6,829万2千円

2億5,871万6千円

入湯税　現年課税分

固定資産税　現年課税分

市民税（個人）　現年課税分

営業自粛や観光需要の低迷による利用者の減による減収

徴収猶予の特例の申請によるもの

徴収猶予の特例の申請によるもの

1,517万3千円

1,104万円

149万4千円

総額  48 億 8,206 万 7 千円

総額  6,440 万 4 千円

総額  48 億 8,206 万 7 千円

総額  6,440 万 4 千円

２

1
約39億円
（11％）約34億円

（10％）約30億円
（9％）
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決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の

Ｑ

Ａ
＆

遠藤徳一委員長

　
　
　
　前
年
度
比
１
・
８
％
減
の
要
因

　
　
　は
何
か
。
ま
た
、
そ
の
水
量
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

　
　
　
　減
少
の
要
因
は
水
道
管
の
漏
水

　
　
　に
よ
る
も
の
で
、
漏
水
箇
所
の
特

定
が
で
き
ず
、
漏
水
解
消
ま
で
時
間
を
要

し
た
箇
所
が
数
件
あ
っ
た
た
め
。
水
量
は

約
11
万
ト
ン
に
な
る
。

　
　
　
　委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
再
任
が

　
　
　多
い
よ
う
に
思
う
。
委
員
を
無
作

為
抽
出
で
選
ぶ
公
募
委
員
候
補
者
登
録
制

度
を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　審
議
等
に
求
め
ら
れ
る
知
識
、
経

　
　
　験
を
有
す
る
学
識
経
験
者
等
か
ら

構
成
さ
れ
、
結
果
的
に
再
任
す
る
ケ
ー
ス

も
多
い
が
、
問
題
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

公
募
委
員
候
補
者
登
録
制
度
は
検
討
し
て

い
な
い
が
、先
進
事
例
の
研
究
等
を
進
め
る
。

　
　
　
　当
初
予
算
に
お
い
て
観
光
面
の

　
　
　予
算
が
不
足
し
て
い
る
と
指
摘
が

あ
っ
た
。
支
援
す
る
意
識
が
不
足
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　観
光
部
門
は
地
域
経
済
の
重
要

　
　
　な
位
置
づ
け
で
あ
る
と
の
認
識
で

予
算
編
成
し
て
い
る
。
商
工
費
に
お
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
き
た
。

　
　
　
　今
後
の
課
題
で
「
利
用
者
側
で

　
　
　あ
る
地
域
や
目
的
地
で
あ
る
関
係

施
設
を
連
携
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
内

容
は
。

　
　
　
　地
域
公
共
交
通
協
議
会
に
参
加

　
　
　し
て
い
る
自
治
会
長
等
と
相
談
し

な
が
ら
利
用
者
の
声
や
要
望
等
を
吸
い
上

げ
て
き
た
。
新
た
に
交
通
事
業
者
、
目
的

地
と
な
る
病
院
や
商
業
施
設
と
意
見
交
換

す
る
場
を
設
け
、
新
規
開
拓
を
図
る
等
の

連
携
を
進
め
る
。

　
　
　
　会
員
数
の
減
少
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　死
亡
・
高
齢
化
等
に
よ
る
こ
と

　
　
　と
、
若
い
新
規
加
入
者
が
不
足
が

原
因
と
考
え
る
。

　
　
　
　加
入
者
を
増
や
す
に
は
、
行
政

　
　
　指
導
が
必
要
。
前
期
高
齢
者
の
加

入
に
対
し
て
改
革
や
補
助
金
体
制
の
仕
組

み
等
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　老
人
ク
ラ
ブ
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
　
　介
護
人
材
確
保
支
援
事
業
経
費

　
　
　44
万
円
は
ど
の
よ
う
に
使
用
し
た

か
。
民
間
資
格
研
修
業
者
の
研
修
を
活
用

し
、
個
々
に
参
加
費
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　市
主
催
で
入
門
的
研
修
を
実
施

　
　
　し
、
10
名
参
加
が
あ
っ
た
。
現
在

介
護
事
業
者
に
調
査
実
施
中
で
あ
り
、
資

格
取
得
研
修
の
あ
り
方
も
確
認
す
る
。

　
　
　
　令
和
２
年
度
生
活
保
護
申
請
及

　
　
　び
受
理
世
帯
数
は
。
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
一
人
あ
た
り
何
世
帯
の
被
保
護
者
を

担
当
し
て
い
る
か
。
余
裕
あ
る
体
制
か
。

　
　
　
　生
活
保
護
申
請
は
32
世
帯
か
ら

　
　
　あ
り
、
受
理
世
帯
も
同
数
。
一
人

あ
た
り
担
当
世
帯
数
は
60
世
帯
程
度
で
あ

り
、
80
世
帯
を
上
限
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

　
　
　て
前
年
に
比
べ
接
種
者
が
増
え
て

い
る
要
因
は
。

　
　
　
　令
和
２
年
10
月
の
厚
労
省
の
通

　
　
　知
に
よ
り
、
対
象
者
等
が
情
報
に

接
す
る
機
会
を
確
保
し
、
接
種
を
す
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
・
判
断
が
で
き
る

よ
う
対
象
者
等
へ
周
知
を
行
っ
た
。

　
　
　
　受
診
率
が
年
々
大
き
く
下
が
っ

　
　
　て
い
る
。そ
の
要
因
は
何
か
。ま
た
、

検
診
の
意
向
調
査
を
行
っ
て
き
た
か
。

　
　
　
　毎
年
行
っ
て
い
る
住
民
検
診
の

　
　
　希
望
調
査
で
、
検
診
を
希
望
し
な

い
理
由
を
聞
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、

職
場
で
受
け
る
方
、
個
人
で
受
け
る
方
が

約
５
割
程
度
あ
り
、
そ
う
い
う
理
由
か
ら

市
の
検
診
を
受
診
し
な
い
人
が
増
え
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　畜
産
臭
気
に
対
し
て
、
７
年
間

　
　
　の
デ
ー
タ
分
析
で
、
臭
気
発
生
の

条
件
が
確
認
さ
れ
た
と
し
た
が
、
認
識
が

遅
す
ぎ
な
い
か
。

　
　
　
　お
お
よ
そ
の
傾
向
は
つ
か
ん
で

　
　
　い
た
が
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
、
事
業

者
と
の
面
談
、
地
域
へ
の
聞
き
と
り
な
ど

で
確
認
し
た
。

　
　
　
　未
だ
臭
気
対
策
に
至
っ
て
い
な

　
　
　い
。
具
体
的
臭
気
解
決
方
法
は
何

だ
と
考
え
る
か
。

　
　
　
　施
設
の
老
朽
化
や
近
代
化
の
遅

　
　
　れ
も
あ
り
、
事
業
者
が
総
合
的
な

計
画
を
立
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

臭
気
測
定
、
事
業
者
面
談
、
糞
尿
の
清
掃

の
徹
底
の
理
解
を
求
め
て
い
く
こ
と
で
根

気
強
く
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
　薬
剤
等
で
の
臭
気
対
策
へ
の
意

　
　
　見
が
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
事
業
者
理
解
に
時
間
が
か
か
る
よ
う

な
ら
薬
剤
使
用
の
検
討
は
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　薬
剤
使
用
は
既
に
行
っ
て
い
る

　
　
　が
、
そ
の
ほ
か
の
対
策
も
含
め
て
、

根
気
強
く
事
業
者
に
理
解
を
求
め
て
い
く
。

　
　
　
　地
球
温
暖
化
対
策
は
今
後
10
年

　
　
　ほ
ど
の
間
に
、
し
っ
か
り
し
た
対

策
を
取
ら
な
い
と
、
温
度
上
昇
が
元
に
戻

ら
な
い
状
況
に
な
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

市
の
各
種
対
策
事
業
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

　
　
　
　市
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
必

　
　
　要
な
事
業
を
各
種
実
施
し
て
き
た

と
評
価
し
て
い
る
。

　
　
　
　エ
コ
プ
ラ
ン
ト
は
、
長
寿
命
化

　
　
　対
策
が
行
わ
れ
る
の
で
更
新
は
先

に
な
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
活
用
の
点

か
ら
、
排
熱
で
発
電
し
、
市
庁
舎
や
病
院

へ
の
電
力
供
給
す
る
こ
と
は
検
討
し
て
い

る
か
。

　
　
　
　ご
み
処
理
の
排
熱
を
利
用
し
た

　
　
　発
電
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　農
作
物
へ
の
被
害
対
策
と
し
て

　
　
　イ
ノ
シ
シ
の
具
体
的
な
対
策
は
講

じ
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　魚
沼
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協

　
　
　議
会
に
対
し
捕
獲
機
材
等
の
必
要

額
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い
る
。
令

和
３
年
度
は
、
協
議
会
に
お
い
て
電
気
柵

の
設
置
や
貸
出
等
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

ま
た
、
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
た
際

の
奨
励
金
も
設
け
て
い
る
。

　
　
　
　ゆ
き
ん
こ
カ
ー
ド
の
現
状
と
今

　
　
　後
の
発
展
性
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　発
行
枚
数
が
約
２
４
，
８
０
０

　
　
　枚
と
、
市
民
の
３
人
に
２
人
の
割

合
で
広
く
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
カ
ー

ド
に
利
用
者
情
報
を
登
録
す
る
こ
と
で
、

購
買
動
向
の
分
析
等
に
利
用
で
き
、
市
内

の
商
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
。

　
　
　
　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
テ
ス
ト
マ

　
　
　ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
検
証
結
果
は
ど

う
か
。

　
　
　
　東
京
で
勤
務
す
る
20
〜
30
代
の

　
　
　男
女
を
招
致
し
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
魚
沼
の
自
然
・

食
等
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
た

仕
事
環
境
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
で
高
評
価
を

得
る
一
方
、
通
信
環
境
の
不
足
、
二
次
交

通
の
利
便
性
向
上
等
の
課
題
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　ス
キ
ー
場
は
今
後
多
額
の
設
備

　
　
　更
新
費
用
が
必
要
に
な
る
。
こ
の

バ
ッ
ク
デ
ー
タ
と
し
て
、
ス
キ
ー
場
の
持

つ
大
き
な
経
済
効
果
を
把
握
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　経
済
効
果
算
出
の
詳
細
な
デ
ー

　
　
　タ
を
集
め
る
に
は
、
時
間
と
費
用

も
だ
い
ぶ
か
か
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
経
済

効
果
を
出
す
予
定
は
な
い
。

　
　
　
　節
水
機
器
設
置
事
業
補
助
金
に

　
　
　つ
い
て
49
件
の
申
請
の
う
ち
、
新

規
、
更
新
の
割
合
は
ど
う
か
。

　
　
　
　新
規
が
25
件
、
更
新
が
24
件
だ

　
　
　っ
た
。
新
設
井
戸
、
既
設
井
戸
の

区
別
な
く
、
新
た
に
節
水
型
の
降
雪
検
知

器
を
設
置
す
る
場
合
を
対
象
と
し
て
い
る
。

今
後
も
同
様
の
対
応
と
し
た
い
。

　
　
　
　に
い
が
た
防
災
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ

　
　
　ー
養
成
講
座
と
は
何
か
。

　
　
　
　県
が
開
催
す
る
防
災
講
座
や
防

　
　
　災
訓
練
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

講
座
で
、
応
募
に
よ
り
３
名
を
推
薦
し
た
。

費
用
は
無
料
。

　
　
　
　自
主
防
災
組
織
の
活
動
支
援
に

　
　
　つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　令
和
２
年
度
に
自
主
防
火
組
織

　
　
　モ
デ
ル
を
創
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
の
取
組
を
通
し
て
防
災
活
動
が
活

性
化
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　自
治
会
や
自
主
防
災
会
に
登
録
し
て
い

る
防
災
士
が
、
自
主
防
災
組
織
の
企
画
や

防
災
訓
練
に
関
わ
り
、
活
動
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
　地
産
地
消
の
目
標
値
は
設
定
し

　
　
　て
い
る
の
か
。

　
　
　
　令
和
２
年
度
の
市
内
産
食
材
使

　
　
　用
割
合
の
目
標
は
10
・
５
％
で
魚

沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
地
場
産
野
菜
等
を
合

わ
せ
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。
令
和
７
年

度
の
目
標
値
は
12
％
で
さ
ら
に
地
産
地
消

に
取
り
組
ん
で
い
く
計
画
で
あ
る
。

　
　
　
　当
市
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は

　
　
　58
億
を
超
え
、
学
説
で
は
標
準
財

政
規
模
の
10
〜
15
％
が
適
切
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　他
市
町
村
の
状
況
も
見
な
が
ら

　
　
　検
討
し
た
い
。

　
　
　
　徴
収
猶
予
を
行
っ
た
件
数
と
コ

　
　
　ロ
ナ
特
例
減
免
措
置
を
行
っ
た
件

数
は
何
件
か
。

　
　
　
　令
和
２
年
度
に
行
っ
た
徴
収
猶

　
　
　予
の
件
数
は
31
件
、
コ
ロ
ナ
特
例

の
減
免
措
置
に
つ
い
て
は
25
件
だ
っ
た
。

　
　
　
　納
付
を
進
め
る
た
め
に
、
独
自

　
　
　で
減
免
要
件
を
緩
和
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　
　所
得
の
低
い
方
に
は
、
法
令
で

　
　
　定
め
ら
れ
て
い
る
低
所
得
者
軽
減

の
制
度
や
、
非
自
発
的
な
失
業
者
へ
の
負

担
軽
減
の
対
応
が
取
ら
れ
て
い
る
の
で
、

独
自
の
減
免
要
件
緩
和
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
　
　特
養
の
待
機
者
が
増
え
る
中
、

　
　
　住
所
地
特
例
被
保
険
者
が
年
々
増

加
し
、
２
年
度
末
は
元
年
度
よ
り
９
人
増

加
の
１
０
６
人
で
あ
る
。
住
所
地
特
例
解

消
に
は
、
市
独
自
の
上
乗
せ
支
援
も
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に

　
　
　よ
り
検
討
す
る
。

総

　括

決
算
審
査
意
見
書

水
道
事
業
会
計

年
間
有
収
水
量
率
に
つ
い
て

審
議
会
や
各
種
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

●
公
共
交
通
総
合
連
携
事
業

●
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業

●
介
護
人
材
確
保
支
援
事
業

●
生
活
扶
助
事
業

問答

答答 答答答答答 問問問

答答答 問問

問

問

問問

問問問 問問問

問

答答答答答問答答

問問問問 答答 答答答

問問

問問問

答

答答答

一
般
会
計

特
別
会
計
・
企
業
会
計

●
地
球
温
暖
化
対
策
事
業

●
ご
み
処
理
事
業

●
が
ん
検
診
事
業

●
公
害
対
策
事
業

総
務
費

●
農
政
管
理
事
業

●
誘
客
宣
伝
事
業

●
地
下
水
保
全
事
業

●
防
災
対
策
事
業

●
国
民
健
康
保
険

●
介
護
保
険

民
生
費

●
予
防
接
種
事
業

衛
生
費

消
防
費

●
学
校
給
食
管
理
費

●
財
政
調
整
基
金
費

教
育
費

諸
支
出
金

●
商
業
活
性
化
事
業

商
工
費

土
木
費

農
林
水
産
業
費
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決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の

Ｑ

Ａ
＆

遠藤徳一委員長

　
　
　
　前
年
度
比
１
・
８
％
減
の
要
因

　
　
　は
何
か
。
ま
た
、
そ
の
水
量
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

　
　
　
　減
少
の
要
因
は
水
道
管
の
漏
水

　
　
　に
よ
る
も
の
で
、
漏
水
箇
所
の
特

定
が
で
き
ず
、
漏
水
解
消
ま
で
時
間
を
要

し
た
箇
所
が
数
件
あ
っ
た
た
め
。
水
量
は

約
11
万
ト
ン
に
な
る
。

　
　
　
　委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
再
任
が

　
　
　多
い
よ
う
に
思
う
。
委
員
を
無
作

為
抽
出
で
選
ぶ
公
募
委
員
候
補
者
登
録
制

度
を
設
け
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　審
議
等
に
求
め
ら
れ
る
知
識
、
経

　
　
　験
を
有
す
る
学
識
経
験
者
等
か
ら

構
成
さ
れ
、
結
果
的
に
再
任
す
る
ケ
ー
ス

も
多
い
が
、
問
題
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

公
募
委
員
候
補
者
登
録
制
度
は
検
討
し
て

い
な
い
が
、先
進
事
例
の
研
究
等
を
進
め
る
。

　
　
　
　当
初
予
算
に
お
い
て
観
光
面
の

　
　
　予
算
が
不
足
し
て
い
る
と
指
摘
が

あ
っ
た
。
支
援
す
る
意
識
が
不
足
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　観
光
部
門
は
地
域
経
済
の
重
要

　
　
　な
位
置
づ
け
で
あ
る
と
の
認
識
で

予
算
編
成
し
て
い
る
。
商
工
費
に
お
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
き
た
。

　
　
　
　今
後
の
課
題
で
「
利
用
者
側
で

　
　
　あ
る
地
域
や
目
的
地
で
あ
る
関
係

施
設
を
連
携
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
内

容
は
。

　
　
　
　地
域
公
共
交
通
協
議
会
に
参
加

　
　
　し
て
い
る
自
治
会
長
等
と
相
談
し

な
が
ら
利
用
者
の
声
や
要
望
等
を
吸
い
上

げ
て
き
た
。
新
た
に
交
通
事
業
者
、
目
的

地
と
な
る
病
院
や
商
業
施
設
と
意
見
交
換

す
る
場
を
設
け
、
新
規
開
拓
を
図
る
等
の

連
携
を
進
め
る
。

　
　
　
　会
員
数
の
減
少
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　死
亡
・
高
齢
化
等
に
よ
る
こ
と

　
　
　と
、
若
い
新
規
加
入
者
が
不
足
が

原
因
と
考
え
る
。

　
　
　
　加
入
者
を
増
や
す
に
は
、
行
政

　
　
　指
導
が
必
要
。
前
期
高
齢
者
の
加

入
に
対
し
て
改
革
や
補
助
金
体
制
の
仕
組

み
等
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　老
人
ク
ラ
ブ
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
　
　介
護
人
材
確
保
支
援
事
業
経
費

　
　
　44
万
円
は
ど
の
よ
う
に
使
用
し
た

か
。
民
間
資
格
研
修
業
者
の
研
修
を
活
用

し
、
個
々
に
参
加
費
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　市
主
催
で
入
門
的
研
修
を
実
施

　
　
　し
、
10
名
参
加
が
あ
っ
た
。
現
在

介
護
事
業
者
に
調
査
実
施
中
で
あ
り
、
資

格
取
得
研
修
の
あ
り
方
も
確
認
す
る
。

　
　
　
　令
和
２
年
度
生
活
保
護
申
請
及

　
　
　び
受
理
世
帯
数
は
。
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
一
人
あ
た
り
何
世
帯
の
被
保
護
者
を

担
当
し
て
い
る
か
。
余
裕
あ
る
体
制
か
。

　
　
　
　生
活
保
護
申
請
は
32
世
帯
か
ら

　
　
　あ
り
、
受
理
世
帯
も
同
数
。
一
人

あ
た
り
担
当
世
帯
数
は
60
世
帯
程
度
で
あ

り
、
80
世
帯
を
上
限
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

　
　
　て
前
年
に
比
べ
接
種
者
が
増
え
て

い
る
要
因
は
。

　
　
　
　令
和
２
年
10
月
の
厚
労
省
の
通

　
　
　知
に
よ
り
、
対
象
者
等
が
情
報
に

接
す
る
機
会
を
確
保
し
、
接
種
を
す
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
・
判
断
が
で
き
る

よ
う
対
象
者
等
へ
周
知
を
行
っ
た
。

　
　
　
　受
診
率
が
年
々
大
き
く
下
が
っ

　
　
　て
い
る
。そ
の
要
因
は
何
か
。ま
た
、

検
診
の
意
向
調
査
を
行
っ
て
き
た
か
。

　
　
　
　毎
年
行
っ
て
い
る
住
民
検
診
の

　
　
　希
望
調
査
で
、
検
診
を
希
望
し
な

い
理
由
を
聞
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、

職
場
で
受
け
る
方
、
個
人
で
受
け
る
方
が

約
５
割
程
度
あ
り
、
そ
う
い
う
理
由
か
ら

市
の
検
診
を
受
診
し
な
い
人
が
増
え
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　畜
産
臭
気
に
対
し
て
、
７
年
間

　
　
　の
デ
ー
タ
分
析
で
、
臭
気
発
生
の

条
件
が
確
認
さ
れ
た
と
し
た
が
、
認
識
が

遅
す
ぎ
な
い
か
。

　
　
　
　お
お
よ
そ
の
傾
向
は
つ
か
ん
で

　
　
　い
た
が
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
、
事
業

者
と
の
面
談
、
地
域
へ
の
聞
き
と
り
な
ど

で
確
認
し
た
。

　
　
　
　未
だ
臭
気
対
策
に
至
っ
て
い
な

　
　
　い
。
具
体
的
臭
気
解
決
方
法
は
何

だ
と
考
え
る
か
。

　
　
　
　施
設
の
老
朽
化
や
近
代
化
の
遅

　
　
　れ
も
あ
り
、
事
業
者
が
総
合
的
な

計
画
を
立
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

臭
気
測
定
、
事
業
者
面
談
、
糞
尿
の
清
掃

の
徹
底
の
理
解
を
求
め
て
い
く
こ
と
で
根

気
強
く
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
　薬
剤
等
で
の
臭
気
対
策
へ
の
意

　
　
　見
が
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
事
業
者
理
解
に
時
間
が
か
か
る
よ
う

な
ら
薬
剤
使
用
の
検
討
は
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　薬
剤
使
用
は
既
に
行
っ
て
い
る

　
　
　が
、
そ
の
ほ
か
の
対
策
も
含
め
て
、

根
気
強
く
事
業
者
に
理
解
を
求
め
て
い
く
。

　
　
　
　地
球
温
暖
化
対
策
は
今
後
10
年

　
　
　ほ
ど
の
間
に
、
し
っ
か
り
し
た
対

策
を
取
ら
な
い
と
、
温
度
上
昇
が
元
に
戻

ら
な
い
状
況
に
な
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

市
の
各
種
対
策
事
業
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

　
　
　
　市
で
は
地
球
温
暖
化
対
策
に
必

　
　
　要
な
事
業
を
各
種
実
施
し
て
き
た

と
評
価
し
て
い
る
。

　
　
　
　エ
コ
プ
ラ
ン
ト
は
、
長
寿
命
化

　
　
　対
策
が
行
わ
れ
る
の
で
更
新
は
先

に
な
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
活
用
の
点

か
ら
、
排
熱
で
発
電
し
、
市
庁
舎
や
病
院

へ
の
電
力
供
給
す
る
こ
と
は
検
討
し
て
い

る
か
。

　
　
　
　ご
み
処
理
の
排
熱
を
利
用
し
た

　
　
　発
電
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　農
作
物
へ
の
被
害
対
策
と
し
て

　
　
　イ
ノ
シ
シ
の
具
体
的
な
対
策
は
講

じ
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　魚
沼
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協

　
　
　議
会
に
対
し
捕
獲
機
材
等
の
必
要

額
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て
い
る
。
令

和
３
年
度
は
、
協
議
会
に
お
い
て
電
気
柵

の
設
置
や
貸
出
等
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

ま
た
、
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
し
た
際

の
奨
励
金
も
設
け
て
い
る
。

　
　
　
　ゆ
き
ん
こ
カ
ー
ド
の
現
状
と
今

　
　
　後
の
発
展
性
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　発
行
枚
数
が
約
２
４
，
８
０
０

　
　
　枚
と
、
市
民
の
３
人
に
２
人
の
割

合
で
広
く
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
カ
ー

ド
に
利
用
者
情
報
を
登
録
す
る
こ
と
で
、

購
買
動
向
の
分
析
等
に
利
用
で
き
、
市
内

の
商
業
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
。

　
　
　
　ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
テ
ス
ト
マ

　
　
　ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
検
証
結
果
は
ど

う
か
。

　
　
　
　東
京
で
勤
務
す
る
20
〜
30
代
の

　
　
　男
女
を
招
致
し
、
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
魚
沼
の
自
然
・

食
等
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
た

仕
事
環
境
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
で
高
評
価
を

得
る
一
方
、
通
信
環
境
の
不
足
、
二
次
交

通
の
利
便
性
向
上
等
の
課
題
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　ス
キ
ー
場
は
今
後
多
額
の
設
備

　
　
　更
新
費
用
が
必
要
に
な
る
。
こ
の

バ
ッ
ク
デ
ー
タ
と
し
て
、
ス
キ
ー
場
の
持

つ
大
き
な
経
済
効
果
を
把
握
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　経
済
効
果
算
出
の
詳
細
な
デ
ー

　
　
　タ
を
集
め
る
に
は
、
時
間
と
費
用

も
だ
い
ぶ
か
か
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
経
済

効
果
を
出
す
予
定
は
な
い
。

　
　
　
　節
水
機
器
設
置
事
業
補
助
金
に

　
　
　つ
い
て
49
件
の
申
請
の
う
ち
、
新

規
、
更
新
の
割
合
は
ど
う
か
。

　
　
　
　新
規
が
25
件
、
更
新
が
24
件
だ

　
　
　っ
た
。
新
設
井
戸
、
既
設
井
戸
の

区
別
な
く
、
新
た
に
節
水
型
の
降
雪
検
知

器
を
設
置
す
る
場
合
を
対
象
と
し
て
い
る
。

今
後
も
同
様
の
対
応
と
し
た
い
。

　
　
　
　に
い
が
た
防
災
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ

　
　
　ー
養
成
講
座
と
は
何
か
。

　
　
　
　県
が
開
催
す
る
防
災
講
座
や
防

　
　
　災
訓
練
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

講
座
で
、
応
募
に
よ
り
３
名
を
推
薦
し
た
。

費
用
は
無
料
。

　
　
　
　自
主
防
災
組
織
の
活
動
支
援
に

　
　
　つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　令
和
２
年
度
に
自
主
防
火
組
織

　
　
　モ
デ
ル
を
創
設
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
の
取
組
を
通
し
て
防
災
活
動
が
活

性
化
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　自
治
会
や
自
主
防
災
会
に
登
録
し
て
い

る
防
災
士
が
、
自
主
防
災
組
織
の
企
画
や

防
災
訓
練
に
関
わ
り
、
活
動
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
　地
産
地
消
の
目
標
値
は
設
定
し

　
　
　て
い
る
の
か
。

　
　
　
　令
和
２
年
度
の
市
内
産
食
材
使

　
　
　用
割
合
の
目
標
は
10
・
５
％
で
魚

沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
地
場
産
野
菜
等
を
合

わ
せ
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。
令
和
７
年

度
の
目
標
値
は
12
％
で
さ
ら
に
地
産
地
消

に
取
り
組
ん
で
い
く
計
画
で
あ
る
。

　
　
　
　当
市
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は

　
　
　58
億
を
超
え
、
学
説
で
は
標
準
財

政
規
模
の
10
〜
15
％
が
適
切
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　他
市
町
村
の
状
況
も
見
な
が
ら

　
　
　検
討
し
た
い
。

　
　
　
　徴
収
猶
予
を
行
っ
た
件
数
と
コ

　
　
　ロ
ナ
特
例
減
免
措
置
を
行
っ
た
件

数
は
何
件
か
。

　
　
　
　令
和
２
年
度
に
行
っ
た
徴
収
猶

　
　
　予
の
件
数
は
31
件
、
コ
ロ
ナ
特
例

の
減
免
措
置
に
つ
い
て
は
25
件
だ
っ
た
。

　
　
　
　納
付
を
進
め
る
た
め
に
、
独
自

　
　
　で
減
免
要
件
を
緩
和
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　
　所
得
の
低
い
方
に
は
、
法
令
で

　
　
　定
め
ら
れ
て
い
る
低
所
得
者
軽
減

の
制
度
や
、
非
自
発
的
な
失
業
者
へ
の
負

担
軽
減
の
対
応
が
取
ら
れ
て
い
る
の
で
、

独
自
の
減
免
要
件
緩
和
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
　
　特
養
の
待
機
者
が
増
え
る
中
、

　
　
　住
所
地
特
例
被
保
険
者
が
年
々
増

加
し
、
２
年
度
末
は
元
年
度
よ
り
９
人
増

加
の
１
０
６
人
で
あ
る
。
住
所
地
特
例
解

消
に
は
、
市
独
自
の
上
乗
せ
支
援
も
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に

　
　
　よ
り
検
討
す
る
。

総

　括

決
算
審
査
意
見
書

水
道
事
業
会
計

年
間
有
収
水
量
率
に
つ
い
て

審
議
会
や
各
種
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い
て

●
公
共
交
通
総
合
連
携
事
業

●
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
事
業

●
介
護
人
材
確
保
支
援
事
業

●
生
活
扶
助
事
業

問答

答答 答答答答答 問問問

答答答 問問

問

問

問問

問問問 問問問

問

答答答答答問答答

問問問問 答答 答答答

問問

問問問

答

答答答

一
般
会
計

特
別
会
計
・
企
業
会
計

●
地
球
温
暖
化
対
策
事
業

●
ご
み
処
理
事
業

●
が
ん
検
診
事
業

●
公
害
対
策
事
業

総
務
費

●
農
政
管
理
事
業

●
誘
客
宣
伝
事
業

●
地
下
水
保
全
事
業

●
防
災
対
策
事
業

●
国
民
健
康
保
険

●
介
護
保
険

民
生
費

●
予
防
接
種
事
業

衛
生
費

消
防
費

●
学
校
給
食
管
理
費

●
財
政
調
整
基
金
費

教
育
費

諸
支
出
金

●
商
業
活
性
化
事
業

商
工
費

土
木
費

農
林
水
産
業
費
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V o
聞かせて！あなたの声

詩吟

瀧口煌州 氏

i c e

　以前、廣部鵬州という詩吟の
師匠が同じ町内に住んでいて、
うちの家内と師匠の奥さんが友
達でした。師匠がうちにお茶を
飲みにいらした時に「一緒に詩
吟をやらないか」と誘われて始
めました。詩吟を始めて今年で
ちょうど50年になります。
　最初のころは舞台で足がガタ
ガタ震えていましたが、腹から
声を出して読むっていうのは気
持ちがいいことに気が付きまし
た。お父さんは道楽してきたけ
ど詩吟だけは１回もやめるって
言ったことはないね、と家内に
言われています。

　22年前から「魚沼市新吟詠の
会」として小出郷福祉センター
で詩吟を会員に教えてきました。
会員は最高で24、5人いたんで
すが、会員が高齢化する中、さ
らに新型コロナの影響で小出郷
福祉センターが使えなくなって
しまい、会を一旦締めましょう
ということになりました。現在、
魚沼市にほかの詩吟の会は一つ
もありません。若者が詩吟に触
れる機会はなかなかないので、
市内の小中学校等で詩吟を教え
る機会があればうれしいですね。

今回は詩吟の師匠の瀧口さんにお話を

伺いました。瀧口さんは移住者でもあ

り、約20年前に旧入広瀬村に住みはじ

めたお話についても聞かせていただき

ました。

　都会と違って「人情」がある
ことですね。都会では町内会の
会議があっても話すことがなか
ったけど、入広瀬に来てからは、
集会所で集まると仲間として話
してくれます。時々玄関に近所
の人が野菜を置いてくれますが、
どんな袋に入っているかで誰が
置いたか大体わかるくらい横の
つながりの強さを感じます。あ
と、都会よりも肩ひじ張らずに
生活できるので、20年間背広を
着ていません。

魚沼市の皆さんに
　　　　伝えたいこと

　国会議員の方が「市民のため
に」ってよく言うけど、本当に
市民のために働いてくれている
人は一握りです。都会に何十年
も住んでいても、県会議員や市
議会議員は１回も会ったことが
なかったです。会って話したり
できる市議会議員は身近な存在
だと感じています。

市議会に言いたいこと

　20年くらい日本橋の印刷屋で
働いた後、独立して神奈川県で
印刷屋をやっていました。睡眠
時間を削って必死に仕事をして、
子育てがひと段落して60歳を迎
えた頃、旧入広瀬村が読売新聞
と朝日新聞に掲載した「土地を
無償で差し上げるから移住しま
せんか」という広告を目にしま
した。家内が元々自然好きなこ
ともあって、この地に移住を決
めました。

魚沼に移住したきっかけ

詩吟を始めた
きっかけと詩吟の魅力

活動内容について

　23年前、全国版の新聞広
告を見て旧入広瀬村に移住さ
れてきたことに驚きました。
特技を生かして詩吟教室を開
き、市民と共に楽しんできた
なか、コロナ禍で閉めること
になり残念だと感じました。
これからは詩吟文化を小中学
生にぜひ伝えていただきたい
と思います。

詩吟とは漢詩に節をつけて吟じること。

有名な「白虎隊」という作品です。

書道教室の多田先生が

詩吟について書いた色紙

た  き ぐ  ち

し ぎ  ん

こ  う しゅう

ひろべ ほうしゅう

しんぎんえい

　制
度
開
始
以
来
、
75
歳
以
上
の
年
金
暮
ら

し
で
低
収
入
の
人
に
、
毎
年
保
険
料
負
担
、

窓
口
負
担
が
増
え
、
制
度
の
矛
盾
が
一
層
深

刻
だ
。
保
険
料
の
滞
納
状
況
を
経
年
で
見
て

も
、滞
納
や
滞
納
繰
越
の
改
善
が
進
ま
な
い
。

ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
で
、
負
担
に
苦
し
ん
で
い

る
方
が
年
々
増
え
て
い
る
。
現
役
世
代
の
協

会
け
ん
ぽ
と
本
人
負
担
割
合
を
２
０
１
５
年

で
比
較
し
て
、
協
会
け
ん
ぽ
は
７
・
６
％
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
８
・
３
％
、
一
人

あ
た
り
医
療
費
で
協
会
け
ん
ぽ
は
、
16
万
７

千
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
93
万
２
千

円
と
現
役
世
代
の
５
・
５
倍
と
別
枠
の
保
険

制
度
で
は
成
り
立
た
な
い
。
高
齢
者
が
医
療

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
以

上
、
制
度
に
対
す
る
問
題
と
滞
納
の
改
善
が

見
ら
れ
な
い
こ
と
で
反
対
と
す
る
。

　後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
約
５
割
を
公

費
、
約
４
割
を
現
役
世
代
か
ら
の
支
援
金
、

約
１
割
を
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
で
賄
っ
て

い
る
。
現
役
世
代
の
支
援
金
は
２
０
１
０
年

度
に
は
現
役
世
代
一
人
あ
た
り
約
４
万
４
千

円
か
ら
、
２
０
２
０
年
度
に
は
約
６
万
３
千

円
ま
で
上
昇
し
た
。

　来
年
は
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
の
仲

間
入
り
し
、
現
役
世
代
の
負
担
増
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
本
年
６
月
国
会
で
可
決
し
た
医

療
制
度
改
革
関
連
法
で
約
20
％
の
人
が
２
割

負
担
と
な
る
が
、
原
則
１
割
負
担
の
枠
組
み

は
守
ら
れ
た
。

　ほ
と
ん
ど
の
人
が
75
歳
か
ら
は
窓
口
負
担

が
１
割
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
よ
り
自
己
負
担

が
少
な
く
な
る
。
不
安
を
あ
お
る
報
道
も
あ

る
が
、
今
回
の
改
正
は
高
齢
者
へ
の
影
響
に

十
分
配
慮
し
、
現
役
世
代
の
負
担
を
抑
え
る

措
置
を
講
じ
た
も
の
だ
。
ま
た
、
全
国
一
低

い
保
険
料
で
あ
る
新
潟
県
の
制
度
を
高
く
評

価
し
、
賛
成
す
る
。

※

こ
の
ほ
か
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
等
、

９
件
の
決
算
に
つ
い
て
認
定
し
ま
し
た
。

　こ
の
請
願
団
体
は
こ
れ
ま
で
自
主
的
に
支

援
を
実
施
し
て
き
た
が
、
と
て
も
追
い
つ
か

な
い
。
県
内
で
も
、
青
年
の
団
体
が
食
糧
支

援
を
行
っ
て
き
た
が
、
学
生
の
困
窮
が
進
ん

で
い
る
と
聞
く
。
全
国
の
自
治
体
や
魚
沼
市

で
も
、
学
生
へ
の
支
援
や
市
民
に
フ
ー
ド
バ

ン
ク
を
通
じ
て
支
援
し
て
い
る
が
追
い
つ
い

て
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
極
度
の
困
窮
に

陥
っ
て
い
る
こ
と
は
、
社
会
で
解
決
し
な
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
請
願
趣
旨
の
農
産
物
の

余
剰
分
を
政
府
に
よ
っ
て
支
援
す
る
こ
と

は
、主
要
国
で
は
当
た
り
前
に
行
っ
て
い
る
。

魚
沼
市
議
会
か
ら
政
府
に
声
を
上
げ
る
こ
と

は
、
今
の
国
民
の
実
状
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
請
願
に
賛
成
す
る
。

１

　食
生
活
の
変
化
に
よ
り
米
離
れ
が
進
み

作
り
す
ぎ
る
と
米
の
価
格
が
下
が
る
。
減
反

政
策
は
米
価
を
安
定
さ
せ
て
農
家
を
守
る
政

策
で
あ
る
こ
と
。

２

　今
夏
の
長
雨
等
の
影
響
で
農
産
物
に
大

き
な
被
害
が
出
て
い
る
中
で
余
剰
農
産
物
な

ど
あ
る
の
か
。
打
撃
を
受
け
た
農
産
物
、
農

家
へ
の
支
援
が
先
で
あ
る
。

３

　現
行
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
が
困
窮
者
支

援
を
行
っ
て
い
る
中
、
行
き
場
を
失
っ
た
農

産
物
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
根
拠
を
示
し
て
い

な
い
。
政
府
を
混
乱
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。

４

　現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
方
に
様
々

な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
延

長
や
充
実
の
方
が
確
実
に
生
活
困
窮
者
を
救

済
で
き
る
。

　以
上
の
理
由
に
よ
り
反
対
す
る
。

　２
０
１
８
年
９
月
の
新
聞
に
よ
る
と
、
公

的
教
育
支
出
の
課
題
点
に
つ
い
て
、「
一
般

政
府
総
支
出
に
占
め
る
教
育
支
出
も
、

O
E
C
D
加
盟
国
平
均
８
％
に
対
し
て
、
日

本
は
６
・
３
％
と
下
回
る
。
中
で
も
高
等
教

育
は
平
均
３
％
に
対
し
、
１
・
７
％
と
約
半

分
で
あ
る
」、「
教
師
ら
が
疲
弊
す
る
前
に
、

教
育
投
資
の
優
先
順
位
を
上
げ
、
成
果
に
見

合
っ
た
投
資
を
す
べ
き
」
と
あ
る
。
今
ま
で

も
教
育
へ
の
財
政
支
援
が
低
く
、
コ
ロ
ナ
禍

で
家
庭
や
教
育
機
関
は
財
政
的
に
さ
ら
に
深

刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
国
に
よ
る
教
育
へ
の

財
政
支
援
は
拡
充
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
た
め
、
賛
成
す
る
。

　昨
年
度
、
国
の
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

制
度
が
拡
充
さ
れ
、
所
得
制
限
を
設
け
た
中

で
は
あ
る
が
、
授
業
料
の
負
担
が
な
く
な
る

な
ど
支
援
が
手
厚
く
な
っ
た
。
そ
し
て
市
内

公
立
高
校
の
状
況
は
、
昨
年
度
の
小
出
高
校

の
生
徒
数
は
１
６
０
名
募
集
の
と
こ
ろ
１
３

９
名
の
入
学
、
堀
之
内
高
校
の
最
終
倍
率
は

０
・
５
倍
と
い
ず
れ
も
定
員
割
れ
と
な
っ
て

い
る
。
魚
沼
か
ら
学
生
の
流
出
と
い
う
観
点

か
ら
考
え
る
と
公
立
高
校
と
同
等
と
な
る
よ

う
な
助
成
は
、
地
元
高
校
か
ら
さ
ら
な
る
生

徒
離
れ
が
危
惧
さ
れ
、
つ
い
て
は
学
級
減
が

行
わ
れ
、
地
元
の
公
立
高
校
を
希
望
す
る
生

徒
や
家
庭
の
負
担
が
大
き
く
な
る
。
以
上
の

観
点
か
ら
反
対
す
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

議
案
第
86
号

令
和
２
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

請
願
第
４
号

コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
む
人
々
に
食
料
を
支
援

す
る
施
策
を
求
め
る
請
願

請
願
や
陳
情
に
関
す
る
討
論

請
願
や
陳
情
に
関
す
る
討
論

陳
情
第
１
号

﹁
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
私
立
高
校
生
の
学

び
を
保
障
し
私
立
高
校
の
教
育
環
境
整
備

を
は
か
る
た
め
、
私
学
助
成
増
額
・
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
﹂
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
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V o
聞かせて！あなたの声

詩吟

瀧口煌州 氏

i c e

　以前、廣部鵬州という詩吟の
師匠が同じ町内に住んでいて、
うちの家内と師匠の奥さんが友
達でした。師匠がうちにお茶を
飲みにいらした時に「一緒に詩
吟をやらないか」と誘われて始
めました。詩吟を始めて今年で
ちょうど50年になります。
　最初のころは舞台で足がガタ
ガタ震えていましたが、腹から
声を出して読むっていうのは気
持ちがいいことに気が付きまし
た。お父さんは道楽してきたけ
ど詩吟だけは１回もやめるって
言ったことはないね、と家内に
言われています。

　22年前から「魚沼市新吟詠の
会」として小出郷福祉センター
で詩吟を会員に教えてきました。
会員は最高で24、5人いたんで
すが、会員が高齢化する中、さ
らに新型コロナの影響で小出郷
福祉センターが使えなくなって
しまい、会を一旦締めましょう
ということになりました。現在、
魚沼市にほかの詩吟の会は一つ
もありません。若者が詩吟に触
れる機会はなかなかないので、
市内の小中学校等で詩吟を教え
る機会があればうれしいですね。

今回は詩吟の師匠の瀧口さんにお話を

伺いました。瀧口さんは移住者でもあ

り、約20年前に旧入広瀬村に住みはじ

めたお話についても聞かせていただき

ました。

　都会と違って「人情」がある
ことですね。都会では町内会の
会議があっても話すことがなか
ったけど、入広瀬に来てからは、
集会所で集まると仲間として話
してくれます。時々玄関に近所
の人が野菜を置いてくれますが、
どんな袋に入っているかで誰が
置いたか大体わかるくらい横の
つながりの強さを感じます。あ
と、都会よりも肩ひじ張らずに
生活できるので、20年間背広を
着ていません。

魚沼市の皆さんに
　　　　伝えたいこと

　国会議員の方が「市民のため
に」ってよく言うけど、本当に
市民のために働いてくれている
人は一握りです。都会に何十年
も住んでいても、県会議員や市
議会議員は１回も会ったことが
なかったです。会って話したり
できる市議会議員は身近な存在
だと感じています。

市議会に言いたいこと

　20年くらい日本橋の印刷屋で
働いた後、独立して神奈川県で
印刷屋をやっていました。睡眠
時間を削って必死に仕事をして、
子育てがひと段落して60歳を迎
えた頃、旧入広瀬村が読売新聞
と朝日新聞に掲載した「土地を
無償で差し上げるから移住しま
せんか」という広告を目にしま
した。家内が元々自然好きなこ
ともあって、この地に移住を決
めました。

魚沼に移住したきっかけ

詩吟を始めた
きっかけと詩吟の魅力

活動内容について

　23年前、全国版の新聞広
告を見て旧入広瀬村に移住さ
れてきたことに驚きました。
特技を生かして詩吟教室を開
き、市民と共に楽しんできた
なか、コロナ禍で閉めること
になり残念だと感じました。
これからは詩吟文化を小中学
生にぜひ伝えていただきたい
と思います。

詩吟とは漢詩に節をつけて吟じること。

有名な「白虎隊」という作品です。

書道教室の多田先生が

詩吟について書いた色紙

た  き ぐ  ち

し ぎ  ん

こ  う しゅう

ひろべ ほうしゅう

しんぎんえい

　制
度
開
始
以
来
、
75
歳
以
上
の
年
金
暮
ら

し
で
低
収
入
の
人
に
、
毎
年
保
険
料
負
担
、

窓
口
負
担
が
増
え
、
制
度
の
矛
盾
が
一
層
深

刻
だ
。
保
険
料
の
滞
納
状
況
を
経
年
で
見
て

も
、滞
納
や
滞
納
繰
越
の
改
善
が
進
ま
な
い
。

ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
で
、
負
担
に
苦
し
ん
で
い

る
方
が
年
々
増
え
て
い
る
。
現
役
世
代
の
協

会
け
ん
ぽ
と
本
人
負
担
割
合
を
２
０
１
５
年

で
比
較
し
て
、
協
会
け
ん
ぽ
は
７
・
６
％
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
８
・
３
％
、
一
人

あ
た
り
医
療
費
で
協
会
け
ん
ぽ
は
、
16
万
７

千
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
93
万
２
千

円
と
現
役
世
代
の
５
・
５
倍
と
別
枠
の
保
険

制
度
で
は
成
り
立
た
な
い
。
高
齢
者
が
医
療

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
以

上
、
制
度
に
対
す
る
問
題
と
滞
納
の
改
善
が

見
ら
れ
な
い
こ
と
で
反
対
と
す
る
。

　後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
約
５
割
を
公

費
、
約
４
割
を
現
役
世
代
か
ら
の
支
援
金
、

約
１
割
を
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
で
賄
っ
て

い
る
。
現
役
世
代
の
支
援
金
は
２
０
１
０
年

度
に
は
現
役
世
代
一
人
あ
た
り
約
４
万
４
千

円
か
ら
、
２
０
２
０
年
度
に
は
約
６
万
３
千

円
ま
で
上
昇
し
た
。

　来
年
は
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
の
仲

間
入
り
し
、
現
役
世
代
の
負
担
増
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
本
年
６
月
国
会
で
可
決
し
た
医

療
制
度
改
革
関
連
法
で
約
20
％
の
人
が
２
割

負
担
と
な
る
が
、
原
則
１
割
負
担
の
枠
組
み

は
守
ら
れ
た
。

　ほ
と
ん
ど
の
人
が
75
歳
か
ら
は
窓
口
負
担

が
１
割
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
よ
り
自
己
負
担

が
少
な
く
な
る
。
不
安
を
あ
お
る
報
道
も
あ

る
が
、
今
回
の
改
正
は
高
齢
者
へ
の
影
響
に

十
分
配
慮
し
、
現
役
世
代
の
負
担
を
抑
え
る

措
置
を
講
じ
た
も
の
だ
。
ま
た
、
全
国
一
低

い
保
険
料
で
あ
る
新
潟
県
の
制
度
を
高
く
評

価
し
、
賛
成
す
る
。

※

こ
の
ほ
か
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
等
、

９
件
の
決
算
に
つ
い
て
認
定
し
ま
し
た
。

　こ
の
請
願
団
体
は
こ
れ
ま
で
自
主
的
に
支

援
を
実
施
し
て
き
た
が
、
と
て
も
追
い
つ
か

な
い
。
県
内
で
も
、
青
年
の
団
体
が
食
糧
支

援
を
行
っ
て
き
た
が
、
学
生
の
困
窮
が
進
ん

で
い
る
と
聞
く
。
全
国
の
自
治
体
や
魚
沼
市

で
も
、
学
生
へ
の
支
援
や
市
民
に
フ
ー
ド
バ

ン
ク
を
通
じ
て
支
援
し
て
い
る
が
追
い
つ
い

て
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
極
度
の
困
窮
に

陥
っ
て
い
る
こ
と
は
、
社
会
で
解
決
し
な
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
請
願
趣
旨
の
農
産
物
の

余
剰
分
を
政
府
に
よ
っ
て
支
援
す
る
こ
と

は
、主
要
国
で
は
当
た
り
前
に
行
っ
て
い
る
。

魚
沼
市
議
会
か
ら
政
府
に
声
を
上
げ
る
こ
と

は
、
今
の
国
民
の
実
状
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
請
願
に
賛
成
す
る
。

１

　食
生
活
の
変
化
に
よ
り
米
離
れ
が
進
み

作
り
す
ぎ
る
と
米
の
価
格
が
下
が
る
。
減
反

政
策
は
米
価
を
安
定
さ
せ
て
農
家
を
守
る
政

策
で
あ
る
こ
と
。

２

　今
夏
の
長
雨
等
の
影
響
で
農
産
物
に
大

き
な
被
害
が
出
て
い
る
中
で
余
剰
農
産
物
な

ど
あ
る
の
か
。
打
撃
を
受
け
た
農
産
物
、
農

家
へ
の
支
援
が
先
で
あ
る
。

３

　現
行
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
が
困
窮
者
支

援
を
行
っ
て
い
る
中
、
行
き
場
を
失
っ
た
農

産
物
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
根
拠
を
示
し
て
い

な
い
。
政
府
を
混
乱
さ
せ
る
だ
け
で
あ
る
。

４

　現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
方
に
様
々

な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
延

長
や
充
実
の
方
が
確
実
に
生
活
困
窮
者
を
救

済
で
き
る
。

　以
上
の
理
由
に
よ
り
反
対
す
る
。

　２
０
１
８
年
９
月
の
新
聞
に
よ
る
と
、
公

的
教
育
支
出
の
課
題
点
に
つ
い
て
、「
一
般

政
府
総
支
出
に
占
め
る
教
育
支
出
も
、

O
E
C
D
加
盟
国
平
均
８
％
に
対
し
て
、
日

本
は
６
・
３
％
と
下
回
る
。
中
で
も
高
等
教

育
は
平
均
３
％
に
対
し
、
１
・
７
％
と
約
半

分
で
あ
る
」、「
教
師
ら
が
疲
弊
す
る
前
に
、

教
育
投
資
の
優
先
順
位
を
上
げ
、
成
果
に
見

合
っ
た
投
資
を
す
べ
き
」
と
あ
る
。
今
ま
で

も
教
育
へ
の
財
政
支
援
が
低
く
、
コ
ロ
ナ
禍

で
家
庭
や
教
育
機
関
は
財
政
的
に
さ
ら
に
深

刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
国
に
よ
る
教
育
へ
の

財
政
支
援
は
拡
充
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
た
め
、
賛
成
す
る
。

　昨
年
度
、
国
の
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

制
度
が
拡
充
さ
れ
、
所
得
制
限
を
設
け
た
中

で
は
あ
る
が
、
授
業
料
の
負
担
が
な
く
な
る

な
ど
支
援
が
手
厚
く
な
っ
た
。
そ
し
て
市
内

公
立
高
校
の
状
況
は
、
昨
年
度
の
小
出
高
校

の
生
徒
数
は
１
６
０
名
募
集
の
と
こ
ろ
１
３

９
名
の
入
学
、
堀
之
内
高
校
の
最
終
倍
率
は

０
・
５
倍
と
い
ず
れ
も
定
員
割
れ
と
な
っ
て

い
る
。
魚
沼
か
ら
学
生
の
流
出
と
い
う
観
点

か
ら
考
え
る
と
公
立
高
校
と
同
等
と
な
る
よ

う
な
助
成
は
、
地
元
高
校
か
ら
さ
ら
な
る
生

徒
離
れ
が
危
惧
さ
れ
、
つ
い
て
は
学
級
減
が

行
わ
れ
、
地
元
の
公
立
高
校
を
希
望
す
る
生

徒
や
家
庭
の
負
担
が
大
き
く
な
る
。
以
上
の

観
点
か
ら
反
対
す
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

議
案
第
86
号

令
和
２
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

請
願
第
４
号

コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
む
人
々
に
食
料
を
支
援

す
る
施
策
を
求
め
る
請
願

請
願
や
陳
情
に
関
す
る
討
論

請
願
や
陳
情
に
関
す
る
討
論

陳
情
第
１
号

﹁
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
私
立
高
校
生
の
学

び
を
保
障
し
私
立
高
校
の
教
育
環
境
整
備

を
は
か
る
た
め
、
私
学
助
成
増
額
・
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
﹂
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

コ
シ
ヒ
カ
リ
紅
葉
マ
ラ
ソ

ン
実
施
に
つ
い
て
問
う

　
　
　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が

見
ら
れ
な
い
中
、
実
施
す
る
方
向
で
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
問
う
。

　開
催
に
至
っ
た
理
由
は
何
か
。

　
　
　感
染
症
及
び
ク
マ
出
没
に
関
す
る
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
実
行
委
員
会
に
お
い
て
整

備
し
、
何
よ
り
２
年
間
の
中
止
に
続
い
て
今

回
中
止
す
る
と
、
来
年
度
の
開
催
が
厳
し
い

も
の
と
判
断
し
た
。

　
　
　実
行
委
員
会
の
中
で
議
論
さ
れ
た
内

容
は
何
か
。
中
止
や
市
民
の
み
で
の
開
催
の

話
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　そ
の
よ
う
な
議
論
は
な
く
、
参
加
者

を
県
内
限
定
に
し
た
こ
と
や
、
中
止
基
準
を

含
め
た
感
染
症
対
策
と
ク
マ
対
策
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
内
容
を
検
討
し
た
。

　
　
　人
気
の
新
米
お
に
ぎ
り
や
お
米
の
参

加
賞
な
ど
が
な
い
中
で
県
内
参
加
者
１
，
０

０
０
人
は
望
め
る
の
か
。

　
　
　参
加
者
が
多
く
集
ま
ら
な
い
場
合
は

協
賛
金
の
比
率
が
高
く
な
る
。
市
内
事
業
所

等
へ
の
協
賛
金
依
頼
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
運
営

に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
に
理
解
を
い
た
だ
い

た
う
え
で
、
実
行
委
員
と
協
力
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　参
加
費
の
徴
収
方
法
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
前
回
の
中
止
時
は
参
加
費
は
返
金

さ
れ
な
か
っ
た
が
今
回
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　こ
れ
か
ら
検
討
す
る
。
参
加
費
の
一

部
を
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
充
て
る
こ
と
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　感
染
者
発
生
時
の
対
応
は
検
討
し
て

い
る
か
。

　
　
　健
康
管
理
・
体
温
測
定
・
消
毒
体
制
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
等
、
万
全
な
体

制
で
取
り
組
む
が
、
感
染
者
が
発
生
し
た
場

合
は
、
次
の
開
催
に
向
け
て
実
施
方
法
等
に

つ
い
て
再
度
検
討
し
た
い
。

　
　
　相
当
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
員
を
要

す
る
こ
と
と
な
る
が
体
制
は
で
き
て
い
る
か
。

　
　
　給
水
所
を
減
ら
し
て
人
員
を
確
保
す

る
等
、
検
討
中
で
あ
る
。

※

　開
催
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
多
い

と
思
う
が
、
感
染
者
が
出
た
ら
イ
メ
ー
ジ
の

悪
い
大
会
と
な
る
、
ク
マ
対
策
を
含
め
十
分

な
検
討
を
願
う
。

豪
雨
災
害
時
の
対
応
策
に
つ
い
て
問
う

　
　
　佐
梨
川
上
流
で
発
生
し
た
大
雨
で
の

濁
流
の
映
像
が
全
国
に
放
送
さ
れ
た
が
、
今

ま
で
は
ど
の
よ
う
に
危
険
を
周
知
し
て
い
た

の
か
。

　
　
　県
の
地
域
整
備
部
や
消
防
署
と
の
連

携
に
よ
る
緊
急
パ
ト
ロ
ー
ル
や
自
治
会
長
へ

の
電
話
連
絡
に
よ
る
注
意
喚
起
を
実
施
し
て

き
た
。

　
　
　全
国
放
映
な
ど
で
危
険
性
は
十
分
伝

わ
っ
た
が
、
下
流
へ
の
注
意
喚
起
の
方
法
を

ほ
か
の
自
治
体
等
か
ら
問
わ
れ
る
と
思
う
が
、

検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
　県
の
振
興
局
や
土
地
改
良
区
等
の
関

係
機
関
と
の
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問問問問 答

問問問問 答答答答

答答答

魚
沼
市
の
交
通
安
全
政
策

を
問
う

佐藤　　肇

　
　
　千
葉
県
八
街
市
の
通
学
時
の
児
童

死
傷
事
故
を
重
く
受
け
止
め
、
全
国
で
交

通
安
全
対
策
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　市
で
は
警
察
、
道
路
管
理
者
、
教
育
委

員
会
等
が
合
同
で
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
そ
こ
で
調
査
し

指
摘
さ
れ
た
危
険
箇
所
の
改
善
状
況
は
ど

う
か
。

　
　
　平
成
24
年
度
か
ら
点
検
を
行
っ
て

お
り
、
令
和
２
年
度
ま
で
に
３
２
４
件
の

危
険
個
所
を
合
同
点
検
し
て
き
た
。
対
策

を
講
じ
た
箇
所
は
３
１
３
件
、
96
・
６
％

で
あ
り
、
減
速
マ
ー
ク
の
表
示
や
歩
道
設

置
、パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
等
の
対
策
を
行
っ
た
。

　
　
　歩
道
が
片
側
だ
け
と
な
る
地
点
に

横
断
歩
道
等
の
設
置
を
求
め
る
声
が
あ

る
。
例
え
ば
、
四
日
町
地
内
の
県
道
下
倉

小
出
線
、
中
ノ
島
中
田
線
の
交
差
点
や
県

道
小
出
奥
只
見
線
と
井
口
新
田
６
号
線
の

交
差
点
な
ど
が
あ
る
が
、
市
の
見
解
は
ど

う
か
。

　
　
　県
の
公
安
委
員
会
が
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
検
討
を
し
て
い
る
こ
と
は
理
解

し
て
い
る
が
、
粘
り
強
く
警
察
に
要
望
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
市

の
取
組
と
し
て
、
自
治
会
へ
の
「
歩
行
者

注
意
」
等
の
看
板
の
支
給
に
よ
り
対
応
を

お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
　市
街
地
の
道
路
で
の
速
度
超
過
、

歩
行
者
の
い
る
横
断
歩
道
で
止
ま
ら
な
い

車
、
横
断
歩
道
上
に
駐
停
車
す
る
車
、
自

転
車
運
転
時
の
法
令
違
反
な
ど
、
運
転
手

側
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　市
民
や
事
業
所
に
向
け
た
交
通
安

全
の
徹
底
に
向
け
た
啓
発
を
繰
り
返
し
行

う
。
警
察
に
対
す
る
交
通
危
険
箇
所
の
情

報
提
供
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答答

問問

問

答

大桃　俊彦

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済

支
援
に
つ
い
て

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

様
々
な
支
援
事
業
は
、
ど
の
よ
う
に
事
業

者
に
告
知
し
て
い
る
か
。

　
　
　市
報
、
折
込
チ
ラ
シ
、
記
者
会
見
、

商
工
会
等
を
通
じ
て
の
会
員
へ
の
周
知
等

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　自
分
が
使
え
る
制
度
が
わ
か
ら
な

い
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ

全
般
の
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
で
分
か
り
や

す
く
対
応
し
て
い
る
の
で
、
窓
口
一
本
化

の
考
え
は
な
い
。

　
　
　様
々
な
支
援
事
業
に
は
申
請
書
、

報
告
書
等
が
必
要
と
な
る
。
自
分
で
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
し
な
く
と
も
、
年
配
の
か
た

向
け
に
近
く
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

で
該
当
の
申
請
書
等
を
用
意
し
て
も
ら
え

な
い
か
。

　
　
　よ
り
近
く
で
申
請
書
等
を
用
意
し

説
明
で
き
る
こ
と
が
理
想
と
思
う
の
で
、

前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て

　
　
　12
歳
か
ら
15
歳
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
予
約
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　９
月
６
日
時
点
で
約
50
％
に
あ
た

る
6
0
3
件
の
予
約
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　15
歳
以
下
が
医
療
機
関
で
接
種
を

受
け
ら
れ
る
時
間
帯
は
、
日
中
な
ど
、
学

校
を
早
退
し
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ
な
い
時

間
帯
が
多
い
。
医
療
機
関
と
の
協
議
は
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　通
常
の
診
療
も
あ
る
の
で
時
間
の

確
保
が
難
し
く
、調
整
し
た
結
果
で
あ
る
。

な
ん
と
か
都
合
を
つ
け
て
接
種
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

答答答

問問問

問問

答答

新
電
力
の
導
入
に
つ
い
て

　
　
　本
庁
舎
、
ガ
ス
水
道
局
、
北
部
事

務
所
等
の
市
有
施
設
の
年
間
の
電
気
代
の

合
計
は
い
く
ら
か
。

　
　
　令
和
２
年
度
の
庁
舎
・
学
校
・
公

民
館
等
の
市
有
施
設
の
電
気
代
は
お
お
む

ね
２
億
３
千
５
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　内
田
市
長
は
２
億
３
千
５
百
万
の

電
気
代
と
聞
い
て
ど
う
感
じ
る
か
。

　
　
　節
約
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感

じ
る
。

　
　
　現
在
の
本
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る

市
有
施
設
の
電
力
契
約
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

　
　
　東
北
電
力
㈱
と
の
契
約
を
毎
年
更

新
し
て
い
る
。

　
　
　電
気
小
売
業
者
と
し
て
東
北
電
力

㈱
も
新
電
力
の
会
社
も
同
じ
枠
組
み
と
な

っ
て
い
る
が
現
状
の
契
約
の
ま
ま
で
問
題

は
な
い
の
か
。

　
　
　契
約
状
況
は
双
方
が
異
存
の
な
い

場
合
は
契
約
自
体
が
自
動
更
新
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　入
札
制
度
を
取
り
入
れ
て
早
急
に

コ
ス
ト
削
減
に
向
け
て
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　新
電
力
の
信
頼
性
等
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。
状
況
が
整
い
次
第
、
入
札
に

よ
り
電
力
会
社
の
検
討
に
入
り
た
い
。

　
　
　市
内
で
新
電
力
を
取
り
入
れ
て
い

る
施
設
は
あ
る
か
。

　
　
　指
定
管
理
施
設
で
18
施
設
が
新
電

力
に
切
り
替
え
て
い
る
。

　
　
　新
電
力
を
取
り
入
れ
て
、
行
政
コ

ス
ト
を
下
げ
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　電
気
代
に
限
ら
ず
行
政
コ
ス
ト
を

抑
え
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
市
民
の
皆
様
の
大
切
な
税
金
を

有
効
に
活
用
し
て
い
く
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

答答答 答

問問問問

問問問

答答答

浅井　宏昭

星野みゆき
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

コ
シ
ヒ
カ
リ
紅
葉
マ
ラ
ソ

ン
実
施
に
つ
い
て
問
う

　
　
　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が

見
ら
れ
な
い
中
、
実
施
す
る
方
向
で
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
問
う
。

　開
催
に
至
っ
た
理
由
は
何
か
。

　
　
　感
染
症
及
び
ク
マ
出
没
に
関
す
る
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
実
行
委
員
会
に
お
い
て
整

備
し
、
何
よ
り
２
年
間
の
中
止
に
続
い
て
今

回
中
止
す
る
と
、
来
年
度
の
開
催
が
厳
し
い

も
の
と
判
断
し
た
。

　
　
　実
行
委
員
会
の
中
で
議
論
さ
れ
た
内

容
は
何
か
。
中
止
や
市
民
の
み
で
の
開
催
の

話
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　そ
の
よ
う
な
議
論
は
な
く
、
参
加
者

を
県
内
限
定
に
し
た
こ
と
や
、
中
止
基
準
を

含
め
た
感
染
症
対
策
と
ク
マ
対
策
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
内
容
を
検
討
し
た
。

　
　
　人
気
の
新
米
お
に
ぎ
り
や
お
米
の
参

加
賞
な
ど
が
な
い
中
で
県
内
参
加
者
１
，
０

０
０
人
は
望
め
る
の
か
。

　
　
　参
加
者
が
多
く
集
ま
ら
な
い
場
合
は

協
賛
金
の
比
率
が
高
く
な
る
。
市
内
事
業
所

等
へ
の
協
賛
金
依
頼
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
運
営

に
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
に
理
解
を
い
た
だ
い

た
う
え
で
、
実
行
委
員
と
協
力
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　参
加
費
の
徴
収
方
法
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
前
回
の
中
止
時
は
参
加
費
は
返
金

さ
れ
な
か
っ
た
が
今
回
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　こ
れ
か
ら
検
討
す
る
。
参
加
費
の
一

部
を
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
充
て
る
こ
と
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　感
染
者
発
生
時
の
対
応
は
検
討
し
て

い
る
か
。

　
　
　健
康
管
理
・
体
温
測
定
・
消
毒
体
制
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
等
、
万
全
な
体

制
で
取
り
組
む
が
、
感
染
者
が
発
生
し
た
場

合
は
、
次
の
開
催
に
向
け
て
実
施
方
法
等
に

つ
い
て
再
度
検
討
し
た
い
。

　
　
　相
当
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
員
を
要

す
る
こ
と
と
な
る
が
体
制
は
で
き
て
い
る
か
。

　
　
　給
水
所
を
減
ら
し
て
人
員
を
確
保
す

る
等
、
検
討
中
で
あ
る
。

※

　開
催
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が
多
い

と
思
う
が
、
感
染
者
が
出
た
ら
イ
メ
ー
ジ
の

悪
い
大
会
と
な
る
、
ク
マ
対
策
を
含
め
十
分

な
検
討
を
願
う
。

豪
雨
災
害
時
の
対
応
策
に
つ
い
て
問
う

　
　
　佐
梨
川
上
流
で
発
生
し
た
大
雨
で
の

濁
流
の
映
像
が
全
国
に
放
送
さ
れ
た
が
、
今

ま
で
は
ど
の
よ
う
に
危
険
を
周
知
し
て
い
た

の
か
。

　
　
　県
の
地
域
整
備
部
や
消
防
署
と
の
連

携
に
よ
る
緊
急
パ
ト
ロ
ー
ル
や
自
治
会
長
へ

の
電
話
連
絡
に
よ
る
注
意
喚
起
を
実
施
し
て

き
た
。

　
　
　全
国
放
映
な
ど
で
危
険
性
は
十
分
伝

わ
っ
た
が
、
下
流
へ
の
注
意
喚
起
の
方
法
を

ほ
か
の
自
治
体
等
か
ら
問
わ
れ
る
と
思
う
が
、

検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
　県
の
振
興
局
や
土
地
改
良
区
等
の
関

係
機
関
と
の
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問問問問 答

問問問問 答答答答

答答答

魚
沼
市
の
交
通
安
全
政
策

を
問
う

佐藤　　肇

　
　
　千
葉
県
八
街
市
の
通
学
時
の
児
童

死
傷
事
故
を
重
く
受
け
止
め
、
全
国
で
交

通
安
全
対
策
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　市
で
は
警
察
、
道
路
管
理
者
、
教
育
委

員
会
等
が
合
同
で
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
そ
こ
で
調
査
し

指
摘
さ
れ
た
危
険
箇
所
の
改
善
状
況
は
ど

う
か
。

　
　
　平
成
24
年
度
か
ら
点
検
を
行
っ
て

お
り
、
令
和
２
年
度
ま
で
に
３
２
４
件
の

危
険
個
所
を
合
同
点
検
し
て
き
た
。
対
策

を
講
じ
た
箇
所
は
３
１
３
件
、
96
・
６
％

で
あ
り
、
減
速
マ
ー
ク
の
表
示
や
歩
道
設

置
、パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
等
の
対
策
を
行
っ
た
。

　
　
　歩
道
が
片
側
だ
け
と
な
る
地
点
に

横
断
歩
道
等
の
設
置
を
求
め
る
声
が
あ

る
。
例
え
ば
、
四
日
町
地
内
の
県
道
下
倉

小
出
線
、
中
ノ
島
中
田
線
の
交
差
点
や
県

道
小
出
奥
只
見
線
と
井
口
新
田
６
号
線
の

交
差
点
な
ど
が
あ
る
が
、
市
の
見
解
は
ど

う
か
。

　
　
　県
の
公
安
委
員
会
が
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
検
討
を
し
て
い
る
こ
と
は
理
解

し
て
い
る
が
、
粘
り
強
く
警
察
に
要
望
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
市

の
取
組
と
し
て
、
自
治
会
へ
の
「
歩
行
者

注
意
」
等
の
看
板
の
支
給
に
よ
り
対
応
を

お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
　市
街
地
の
道
路
で
の
速
度
超
過
、

歩
行
者
の
い
る
横
断
歩
道
で
止
ま
ら
な
い

車
、
横
断
歩
道
上
に
駐
停
車
す
る
車
、
自

転
車
運
転
時
の
法
令
違
反
な
ど
、
運
転
手

側
の
指
導
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　市
民
や
事
業
所
に
向
け
た
交
通
安

全
の
徹
底
に
向
け
た
啓
発
を
繰
り
返
し
行

う
。
警
察
に
対
す
る
交
通
危
険
箇
所
の
情

報
提
供
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答答

問問

問

答

大桃　俊彦

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済

支
援
に
つ
い
て

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る

様
々
な
支
援
事
業
は
、
ど
の
よ
う
に
事
業

者
に
告
知
し
て
い
る
か
。

　
　
　市
報
、
折
込
チ
ラ
シ
、
記
者
会
見
、

商
工
会
等
を
通
じ
て
の
会
員
へ
の
周
知
等

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　自
分
が
使
え
る
制
度
が
わ
か
ら
な

い
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
と
い
う
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ

全
般
の
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
　そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
で
分
か
り
や

す
く
対
応
し
て
い
る
の
で
、
窓
口
一
本
化

の
考
え
は
な
い
。

　
　
　様
々
な
支
援
事
業
に
は
申
請
書
、

報
告
書
等
が
必
要
と
な
る
。
自
分
で
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
し
な
く
と
も
、
年
配
の
か
た

向
け
に
近
く
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

で
該
当
の
申
請
書
等
を
用
意
し
て
も
ら
え

な
い
か
。

　
　
　よ
り
近
く
で
申
請
書
等
を
用
意
し

説
明
で
き
る
こ
と
が
理
想
と
思
う
の
で
、

前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て

　
　
　12
歳
か
ら
15
歳
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
予
約
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　９
月
６
日
時
点
で
約
50
％
に
あ
た

る
6
0
3
件
の
予
約
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　15
歳
以
下
が
医
療
機
関
で
接
種
を

受
け
ら
れ
る
時
間
帯
は
、
日
中
な
ど
、
学

校
を
早
退
し
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ
な
い
時

間
帯
が
多
い
。
医
療
機
関
と
の
協
議
は
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　通
常
の
診
療
も
あ
る
の
で
時
間
の

確
保
が
難
し
く
、調
整
し
た
結
果
で
あ
る
。

な
ん
と
か
都
合
を
つ
け
て
接
種
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

答答答

問問問

問問

答答

新
電
力
の
導
入
に
つ
い
て

　
　
　本
庁
舎
、
ガ
ス
水
道
局
、
北
部
事

務
所
等
の
市
有
施
設
の
年
間
の
電
気
代
の

合
計
は
い
く
ら
か
。

　
　
　令
和
２
年
度
の
庁
舎
・
学
校
・
公

民
館
等
の
市
有
施
設
の
電
気
代
は
お
お
む

ね
２
億
３
千
５
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　内
田
市
長
は
２
億
３
千
５
百
万
の

電
気
代
と
聞
い
て
ど
う
感
じ
る
か
。

　
　
　節
約
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感

じ
る
。

　
　
　現
在
の
本
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る

市
有
施
設
の
電
力
契
約
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

　
　
　東
北
電
力
㈱
と
の
契
約
を
毎
年
更

新
し
て
い
る
。

　
　
　電
気
小
売
業
者
と
し
て
東
北
電
力

㈱
も
新
電
力
の
会
社
も
同
じ
枠
組
み
と
な

っ
て
い
る
が
現
状
の
契
約
の
ま
ま
で
問
題

は
な
い
の
か
。

　
　
　契
約
状
況
は
双
方
が
異
存
の
な
い

場
合
は
契
約
自
体
が
自
動
更
新
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　入
札
制
度
を
取
り
入
れ
て
早
急
に

コ
ス
ト
削
減
に
向
け
て
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　新
電
力
の
信
頼
性
等
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。
状
況
が
整
い
次
第
、
入
札
に

よ
り
電
力
会
社
の
検
討
に
入
り
た
い
。

　
　
　市
内
で
新
電
力
を
取
り
入
れ
て
い

る
施
設
は
あ
る
か
。

　
　
　指
定
管
理
施
設
で
18
施
設
が
新
電

力
に
切
り
替
え
て
い
る
。

　
　
　新
電
力
を
取
り
入
れ
て
、
行
政
コ

ス
ト
を
下
げ
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　電
気
代
に
限
ら
ず
行
政
コ
ス
ト
を

抑
え
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
市
民
の
皆
様
の
大
切
な
税
金
を

有
効
に
活
用
し
て
い
く
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

答答答 答

問問問問

問問問

答答答

浅井　宏昭

星野みゆき
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
関
連
支

援
事
業
に
つ
い
て

　
　
　新
年
度
予
算
へ
所
要
額
を
計
上
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　実
績
を
踏
ま
え
、
新
年
度
予
算
へ

反
映
し
て
い
く
。

　
　
　市
民
及
び
業
者
の
状
況
を
考
慮

し
、補
助
事
業
の
工
期
確
保
の
観
点
か
ら
、

本
事
業
に
お
け
る
「
繰
越
制
度
」
の
導
入

を
検
討
し
、
冬
季
間
を
含
め
た
通
年
工
事

が
可
能
な
執
行
体
制
の
導
入
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

　
　
　現
行
の
制
度
で
十
分
成
果
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
現
状
の
補
助
金
交
付
要

綱
で
当
年
度
２
月
末
ま
で
の
実
績
報
告
を

必
須
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
繰
越
制

度
」
の
導
入
あ
り
き
で
は
な
く
、
よ
り
活

用
し
や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
る

「
空
き
家
」。
空
き
家
も
対
象
と
し
た
制
度

設
計
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
あ
る

い
は
、国
の
「
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
」

の
中
で
解
体
事
業
に
取
り
組
む
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
　あ
く
ま
で
空
き
家
を
活
用
し
た
リ

フ
ォ
ー
ム
を
支
援
の
対
象
と
し
て
考
え
て

い
る
の
で
、
解
体
の
み
を
対
象
と
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
雪
等
の
影
響
で
緊

急
措
置
を
行
っ
て
い
る
空
き
家
の
件
数
も

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
魚
沼
市
空
家
等

対
策
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

令
和
４
年
度
予
算
編
成
及
び
魚
沼
市
の
将

来
像
に
つ
い
て

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
疲
弊
し
た
地
域

経
済
に
息
を
吹
き
込
み
、
一
気
に
ア
ク
セ

ル
を
踏
み
込
ん
で
い
く
に
は
、
終
息
後
を

見
据
え
た
「
次
の
一
手
」
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
取
組

に
向
け
て
来
年
度
予
算
編
成
を
控
え
た

今
、
庁
内
の
英
知
を
結
集
さ
せ
て
検
討
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　ど
の
よ
う
な
予
算
編
成
を
考
え
、
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
の
か
。

　
　
　予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
１
年
半

余
り
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
思
う
よ
う

に
事
業
を
展
開
で
き
な
か
っ
た
事
業
者
へ

の
支
援
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
域
の
経
済

活
動
の
回
復
を
最
優
先
に
行
い
た
い
。
人

と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
地
域
に

愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
た
い
。

答

問問問

問

答答答

15
歳
以
下
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て

　

　
　
　現
在
延
期
や
中
止
の
対
応
を
と
っ

て
い
る
「
修
学
旅
行
」
や
「
部
活
動
で
市

外
へ
の
宿
泊
を
と
も
な
う
活
動
」
の
参
加

に
つ
い
て
は
未
接
種
者
で
も
同
じ
よ
う
な

行
動
を
取
れ
る
の
か
。
ま
た
、
部
屋
割
り

等
で
差
別
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
望
む

が
、
対
応
を
検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　教
育
活
動
に
お
い
て
ワ
ク
チ
ン

の
未
接
種
者
を
区
別
す
る
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
各
学
校
に
人
権
に
配
慮
し
て
教
育

活
動
を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
の
間
で
も
区
別
や
差
別
が
起
き
な

い
よ
う
通
知
を
出
す
等
の
対
応
を
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　
　サ
イ
ト
に
返
礼
品
を
並
べ
て
待
つ

の
で
は
な
く
、
情
報
を
仕
入
れ
、
こ
ち
ら

か
ら
仕
掛
け
て
行
く
動
き
が
さ
ら
に
必
要

で
あ
る
。
24
億
円
を
超
え
寄
附
額
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
る
た
め
に
は
庁
舎
内
に
「
ふ

る
さ
と
納
税
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を

組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
考
え
は
。

　
　
　返
礼
品
に
つ
い
て
は
各
事
業
者
か

ら
申
込
ん
で
も
ら
っ
た
も
の
を
掲
載
し
て

い
る
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
つ
い
て
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。

マ
イ
マ
イ
ガ
発
生
の
対
応
に
つ
い
て

　
　
　紫
外
線
を
発
す
る
照
明
に
集
ま
る

習
性
を
持
っ
て
い
る
。Ｌ
Ｅ
Ｄ
切
替
等
、

今
後
の
対
策
は
練
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　市
で
管
理
す
る
防
犯
灯
に
つ
い
て

は
す
べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
る
。
白
熱

灯
や
水
銀
灯
が
使
用
さ
れ
て
い
る
一
部
の

市
有
施
設
等
の
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
入
替

に
つ
い
て
、
自
治
会
や
施
設
管
理
者
に
依

頼
し
て
い
き
た
い
。

答 答

問問

問

答

温
か
い
学
級
づ
く
り
の
成

果
と
課
題
に
つ
い
て

　
　
　「温
か
い
学
級
づ
く
り
支
援
事
業
」

に
お
け
る
成
果
と
課
題
、
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
　温
か
い
学
級
づ
く
り
支
援
事
業
実

施
以
降
、
こ
の
６
年
間
は
偏
差
値
が
ほ
ぼ

50
で
推
移
す
る
等
、
温
か
い
学
級
で
過
ご

す
こ
と
に
よ
り
、
学
力
向
上
と
不
登
校
を

減
ら
す
と
い
う
一
定
の
成
果
が
出
て
い

る
。
今
後
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｑ
Ｕ
調
査
を
継
続
し
、

児
童
生
徒
の
実
態
把
握
に
努
め
、
そ
れ
に

基
づ
い
た
集
団
づ
く
り
や
学
級
経
営
に
取

り
組
む
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　「慢
性
的
な
病
気
や
障
が
い
、
精

神
的
問
題
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
を
抱
え
る

家
族
」
を
ケ
ア
し
て
い
る
子
ど
も
の
実
態

把
握
と
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
の

研
修
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
特
化
し
た
実

態
把
握
は
し
て
い
な
い
。
今
後
は
関
係
機

関
の
担
当
者
を
含
め
、
そ
の
実
態
を
見
逃

さ
な
い
た
め
の
研
修
等
を
検
討
し
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
役
割
と
そ
の
仕

組
み
に
つ
い
て

　
　
　地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
に
は
コ

ミ
協
組
織
の
在
り
方
を
検
討
し
、
課
題
に

関
わ
る
組
織
や
団
体
と
協
働
す
る
仕
組
み

づ
く
り
が
急
務
と
考
え
る
。
市
長
の
考
え

を
問
う
。

　
　
　仕
組
み
づ
く
り
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
が
、
集
落
支
援
員
が
橋
渡
し
役
と

な
り
、
関
係
団
体
等
と
話
し
合
い
を
進
め

て
い
る
。

　
　
　コ
ミ
協
と
公
民
館
が
融
合
し
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
方
式
で
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
が
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
コ
ミ
協
の
拠
点
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　
　公
民
館
活
動
の
活
発
な
地
域
も
あ

れ
ば
、
コ
ミ
協
活
動
の
活
発
な
地
域
も
あ

る
。
地
域
ご
と
の
実
情
に
あ
っ
た
方
向
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
コ
ミ
協
の
果
た
す

役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
拠
点
の
設
置
や
事
務
員
の
必
要

性
に
つ
い
て
も
意
向
を
集
約
し
、
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
強
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答答

問問

問 問

答答

市
の
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
事
業
に
つ
い
て

　
　
　魚
沼
わ
く
わ
く
の
森
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
利
用
し
て
い
る
企
業
・
団
体
の
８
月
現

在
の
数
と
そ
の
金
額
は
ど
う
か
。

　
　
　８
月
時
点
で
６
事
業
所
あ
り
、
平

成
28
年
か
ら
累
計
１
，
０
８
９
ト
ン
、
１
，

１
８
４
万
８
千
円
で
あ
る
。

　
　
　こ
の
資
金
を
利
用
し
て
ど
の
よ
う

な
事
業
展
開
を
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ

の
実
績
と
目
標
は
ど
う
か
。

　
　
　こ
れ
ま
で
の
販
売
収
入
は
森
林
整

備
事
業
等
に
財
源
充
当
し
て
お
り
、
引
き

続
き
有
効
的
な
事
業
展
開
を
図
る
た
め
の

原
資
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

年
間
約
３
０
０
ト
ン
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
発

行
す
る
予
定
で
あ
り
、
企
業
・
団
体
等
へ

の
販
売
促
進
し
て
い
き
た
い
。

市
内
の
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

　
　
　耕
作
放
置
さ
れ
て
い
る
面
積
と
そ

の
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　令
和
２
年
度
時
点
で
草
刈
り
等
に

よ
り
再
生
可
能
な
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
る

農
地
は
約
１
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
原
野
化

等
に
よ
り
再
生
が
困
難
と
見
込
ま
れ
る
農

地
は
約
１
３
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い

る
。
高
齢
化
等
に
よ
り
離
農
に
至
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
遊
休
農
地
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
引
き
続
き
農
地
の
利
用
調
整
や
借
り

手
探
し
等
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
に
努
め
た
い
。

　
　
　空
き
家
バ
ン
ク
は
、
活
用
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
農
地
バ
ン
ク
は
活
用
さ

れ
て
い
る
か
。

　
　
　現
在
は
個
別
に
対
応
し
て
い
る
た

め
、
市
で
は
農
地
バ
ン
ク
は
設
置
し
て
い

な
い
が
、
県
で
は
新
潟
県
農
林
公
社
が
行

っ
て
お
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
農
地
の
貸
し

借
り
を
行
っ
て
い
る
。

答答

問問

問 問

答 答

星　　直樹

森島　守人

桑原　郁夫

横山　正樹

※

１
　
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

　
C
O
2
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
に
つ
い

て
、
ど
う
し
て
も
削
減
で
き
な
い
排
出
量

を
、
別
の
場
所
で
実
施
さ
れ
た
森
林
整
備

活
動
等
の
排
出
削
減
・
吸
収
量
︵
ク
レ
ジ

ッ
ト
︶
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
埋
め

合
わ
せ
る
と
い
う
考
え
方
。

※

２
　
W
E
B
Q
U
調
査

　
児
童
生
徒
対
象
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。
学
級
満
足

度
を
調
査
当
日
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
学
校
生
活
へ
の
不
適
応
、
不
登
校
、

い
じ
め
等
を
早
期
に
発
見
で
き
る
も
の
。

※

１

※

２
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
関
連
支

援
事
業
に
つ
い
て

　
　
　新
年
度
予
算
へ
所
要
額
を
計
上
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　実
績
を
踏
ま
え
、
新
年
度
予
算
へ

反
映
し
て
い
く
。

　
　
　市
民
及
び
業
者
の
状
況
を
考
慮

し
、補
助
事
業
の
工
期
確
保
の
観
点
か
ら
、

本
事
業
に
お
け
る
「
繰
越
制
度
」
の
導
入

を
検
討
し
、
冬
季
間
を
含
め
た
通
年
工
事

が
可
能
な
執
行
体
制
の
導
入
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

　
　
　現
行
の
制
度
で
十
分
成
果
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
現
状
の
補
助
金
交
付
要

綱
で
当
年
度
２
月
末
ま
で
の
実
績
報
告
を

必
須
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
繰
越
制

度
」
の
導
入
あ
り
き
で
は
な
く
、
よ
り
活

用
し
や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
る

「
空
き
家
」。
空
き
家
も
対
象
と
し
た
制
度

設
計
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
あ
る

い
は
、国
の
「
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
」

の
中
で
解
体
事
業
に
取
り
組
む
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
　あ
く
ま
で
空
き
家
を
活
用
し
た
リ

フ
ォ
ー
ム
を
支
援
の
対
象
と
し
て
考
え
て

い
る
の
で
、
解
体
の
み
を
対
象
と
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
雪
等
の
影
響
で
緊

急
措
置
を
行
っ
て
い
る
空
き
家
の
件
数
も

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
魚
沼
市
空
家
等

対
策
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

令
和
４
年
度
予
算
編
成
及
び
魚
沼
市
の
将

来
像
に
つ
い
て

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
疲
弊
し
た
地
域

経
済
に
息
を
吹
き
込
み
、
一
気
に
ア
ク
セ

ル
を
踏
み
込
ん
で
い
く
に
は
、
終
息
後
を

見
据
え
た
「
次
の
一
手
」
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
取
組

に
向
け
て
来
年
度
予
算
編
成
を
控
え
た

今
、
庁
内
の
英
知
を
結
集
さ
せ
て
検
討
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　ど
の
よ
う
な
予
算
編
成
を
考
え
、
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
の
か
。

　
　
　予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
１
年
半

余
り
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
思
う
よ
う

に
事
業
を
展
開
で
き
な
か
っ
た
事
業
者
へ

の
支
援
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
域
の
経
済

活
動
の
回
復
を
最
優
先
に
行
い
た
い
。
人

と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
地
域
に

愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
た
い
。

答

問問問

問

答答答

15
歳
以
下
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て

　

　
　
　現
在
延
期
や
中
止
の
対
応
を
と
っ

て
い
る
「
修
学
旅
行
」
や
「
部
活
動
で
市

外
へ
の
宿
泊
を
と
も
な
う
活
動
」
の
参
加

に
つ
い
て
は
未
接
種
者
で
も
同
じ
よ
う
な

行
動
を
取
れ
る
の
か
。
ま
た
、
部
屋
割
り

等
で
差
別
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
望
む

が
、
対
応
を
検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　教
育
活
動
に
お
い
て
ワ
ク
チ
ン

の
未
接
種
者
を
区
別
す
る
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
各
学
校
に
人
権
に
配
慮
し
て
教
育

活
動
を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
の
間
で
も
区
別
や
差
別
が
起
き
な

い
よ
う
通
知
を
出
す
等
の
対
応
を
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　
　サ
イ
ト
に
返
礼
品
を
並
べ
て
待
つ

の
で
は
な
く
、
情
報
を
仕
入
れ
、
こ
ち
ら

か
ら
仕
掛
け
て
行
く
動
き
が
さ
ら
に
必
要

で
あ
る
。
24
億
円
を
超
え
寄
附
額
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
る
た
め
に
は
庁
舎
内
に
「
ふ

る
さ
と
納
税
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を

組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
考
え
は
。

　
　
　返
礼
品
に
つ
い
て
は
各
事
業
者
か

ら
申
込
ん
で
も
ら
っ
た
も
の
を
掲
載
し
て

い
る
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
つ
い
て
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。

マ
イ
マ
イ
ガ
発
生
の
対
応
に
つ
い
て

　
　
　紫
外
線
を
発
す
る
照
明
に
集
ま
る

習
性
を
持
っ
て
い
る
。Ｌ
Ｅ
Ｄ
切
替
等
、

今
後
の
対
策
は
練
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　市
で
管
理
す
る
防
犯
灯
に
つ
い
て

は
す
べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
て
い
る
。
白
熱

灯
や
水
銀
灯
が
使
用
さ
れ
て
い
る
一
部
の

市
有
施
設
等
の
街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
入
替

に
つ
い
て
、
自
治
会
や
施
設
管
理
者
に
依

頼
し
て
い
き
た
い
。

答 答

問問

問

答

温
か
い
学
級
づ
く
り
の
成

果
と
課
題
に
つ
い
て

　
　
　「温
か
い
学
級
づ
く
り
支
援
事
業
」

に
お
け
る
成
果
と
課
題
、
今
後
の
取
組
に

つ
い
て
問
う
。

　
　
　温
か
い
学
級
づ
く
り
支
援
事
業
実

施
以
降
、
こ
の
６
年
間
は
偏
差
値
が
ほ
ぼ

50
で
推
移
す
る
等
、
温
か
い
学
級
で
過
ご

す
こ
と
に
よ
り
、
学
力
向
上
と
不
登
校
を

減
ら
す
と
い
う
一
定
の
成
果
が
出
て
い

る
。
今
後
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｑ
Ｕ
調
査
を
継
続
し
、

児
童
生
徒
の
実
態
把
握
に
努
め
、
そ
れ
に

基
づ
い
た
集
団
づ
く
り
や
学
級
経
営
に
取

り
組
む
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　「慢
性
的
な
病
気
や
障
が
い
、
精

神
的
問
題
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
を
抱
え
る

家
族
」
を
ケ
ア
し
て
い
る
子
ど
も
の
実
態

把
握
と
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
の

研
修
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
特
化
し
た
実

態
把
握
は
し
て
い
な
い
。
今
後
は
関
係
機

関
の
担
当
者
を
含
め
、
そ
の
実
態
を
見
逃

さ
な
い
た
め
の
研
修
等
を
検
討
し
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
役
割
と
そ
の
仕

組
み
に
つ
い
て

　
　
　地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
に
は
コ

ミ
協
組
織
の
在
り
方
を
検
討
し
、
課
題
に

関
わ
る
組
織
や
団
体
と
協
働
す
る
仕
組
み

づ
く
り
が
急
務
と
考
え
る
。
市
長
の
考
え

を
問
う
。

　
　
　仕
組
み
づ
く
り
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
が
、
集
落
支
援
員
が
橋
渡
し
役
と

な
り
、
関
係
団
体
等
と
話
し
合
い
を
進
め

て
い
る
。

　
　
　コ
ミ
協
と
公
民
館
が
融
合
し
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
方
式
で
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
が
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
コ
ミ
協
の
拠
点
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　
　公
民
館
活
動
の
活
発
な
地
域
も
あ

れ
ば
、
コ
ミ
協
活
動
の
活
発
な
地
域
も
あ

る
。
地
域
ご
と
の
実
情
に
あ
っ
た
方
向
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
コ
ミ
協
の
果
た
す

役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ

る
の
で
、
拠
点
の
設
置
や
事
務
員
の
必
要

性
に
つ
い
て
も
意
向
を
集
約
し
、
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
強
化
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答答

問問

問 問

答答

市
の
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
事
業
に
つ
い
て

　
　
　魚
沼
わ
く
わ
く
の
森
ク
レ
ジ
ッ
ト

を
利
用
し
て
い
る
企
業
・
団
体
の
８
月
現

在
の
数
と
そ
の
金
額
は
ど
う
か
。

　
　
　８
月
時
点
で
６
事
業
所
あ
り
、
平

成
28
年
か
ら
累
計
１
，
０
８
９
ト
ン
、
１
，

１
８
４
万
８
千
円
で
あ
る
。

　
　
　こ
の
資
金
を
利
用
し
て
ど
の
よ
う

な
事
業
展
開
を
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ

の
実
績
と
目
標
は
ど
う
か
。

　
　
　こ
れ
ま
で
の
販
売
収
入
は
森
林
整

備
事
業
等
に
財
源
充
当
し
て
お
り
、
引
き

続
き
有
効
的
な
事
業
展
開
を
図
る
た
め
の

原
資
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

年
間
約
３
０
０
ト
ン
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
発

行
す
る
予
定
で
あ
り
、
企
業
・
団
体
等
へ

の
販
売
促
進
し
て
い
き
た
い
。

市
内
の
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

　
　
　耕
作
放
置
さ
れ
て
い
る
面
積
と
そ

の
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　令
和
２
年
度
時
点
で
草
刈
り
等
に

よ
り
再
生
可
能
な
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
る

農
地
は
約
１
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
原
野
化

等
に
よ
り
再
生
が
困
難
と
見
込
ま
れ
る
農

地
は
約
１
３
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い

る
。
高
齢
化
等
に
よ
り
離
農
に
至
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
遊
休
農
地
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
引
き
続
き
農
地
の
利
用
調
整
や
借
り

手
探
し
等
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防

止
に
努
め
た
い
。

　
　
　空
き
家
バ
ン
ク
は
、
活
用
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
農
地
バ
ン
ク
は
活
用
さ

れ
て
い
る
か
。

　
　
　現
在
は
個
別
に
対
応
し
て
い
る
た

め
、
市
で
は
農
地
バ
ン
ク
は
設
置
し
て
い

な
い
が
、
県
で
は
新
潟
県
農
林
公
社
が
行

っ
て
お
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
農
地
の
貸
し

借
り
を
行
っ
て
い
る
。

答答

問問

問 問

答 答

星　　直樹

森島　守人

桑原　郁夫

横山　正樹

※

１
　
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト

　
C
O
2
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
に
つ
い

て
、
ど
う
し
て
も
削
減
で
き
な
い
排
出
量

を
、
別
の
場
所
で
実
施
さ
れ
た
森
林
整
備

活
動
等
の
排
出
削
減
・
吸
収
量
︵
ク
レ
ジ

ッ
ト
︶
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
埋
め

合
わ
せ
る
と
い
う
考
え
方
。

※

２
　
W
E
B
Q
U
調
査

　
児
童
生
徒
対
象
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。
学
級
満
足

度
を
調
査
当
日
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
学
校
生
活
へ
の
不
適
応
、
不
登
校
、

い
じ
め
等
を
早
期
に
発
見
で
き
る
も
の
。

※

１

※

２
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
と
環
境
整
備
に
つ
い
て

　
　
　東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
を
契
機
に
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
入

れ
、
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
環
境

を
整
備
し
各
種
行
政
課
題
を
関
連
付
け
な

が
ら
魚
沼
市
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
発
展

さ
せ
て
は
ど
う
か
、
以
下
を
問
う
。

　現
在
の
魚
沼
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に

は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
理
念
に
基
づ
く
普
及

振
興
的
な
部
分
の
掲
載
が
少
な
い
。
次
回

の
策
定
に
盛
り
込
む
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　盛
り
込
め
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
　
　市
有
の
公
共
施
設
等
の
利
活
用
も

視
野
に
入
れ
特
色
あ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
整
備

を
図
り
「
心
身
と
も
に
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
普
及
さ
せ
て
は
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　先
進
事
例
等
、
研
究
し
な
が
ら
検

討
す
る
。

　
　
　パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
は
冬

季
競
技
も
含
ま
れ
、
ス
キ
ー
場
等
地
元
の

活
性
策
と
し
て
市
内
外
に
発
信
す
る
こ
と

で
移
住
定
住
施
策
や
健
康
増
進
施
策
に
も

つ
な
が
る
。
そ
の
環
境
整
備
と
し
て
、
陸

上
競
技
場
や
水
泳
施
設
等
に
つ
い
て
広
域

で
協
議
し
今
後
建
設
を
考
え
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
参
考
に
し
た
い
。

犯
罪
者
支
援
条
例
に
つ
い
て

　
　
　新
潟
県
は
条
例
化
し
、
市
町
村
に

も
制
定
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
犯
罪
が
多

様
化
、
交
通
ル
ー
ル
の
無
秩
序
化
に
よ
り

被
害
を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
多
様
に
考
え
ら

れ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　被
害
者
か
ら
の
相
談
や
支
援
の
実

例
が
な
く
、
条
例
化
の
予
定
は
な
い
。
現

行
の
条
例
の
中
で
対
応
す
る
。

小
出
郷
図
書
館
の
今
後
に
つ
い
て

　
　
　市
内
外
に
呼
び
か
け
エ
リ
ア
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
開
催
等
に
よ
り

こ
の
エ
リ
ア
の
役
割
や
責
務
を
明
確
化
し

新
庁
舎
、
小
出
病
院
、
図
書
館
構
想
等
の

周
辺
環
境
を
調
査
し
な
が
ら
こ
の
建
物
の

価
値
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　専
門
家
を
交
え
る
か
わ
か
ら
な
い

が
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
検
討
す
る
。

答答答

問問問

問問

答答

小
出
病
院
の
病
床
削
減
、

救
急
搬
送
受
け
入
れ
取
止

め
の
検
討
を
問
う

　
　

　
　
　魚
沼
圏
域
地
域
医
療
構
想
調
整
会

議
で
は
、
厚
労
省
案
を
も
と
に
県
主
導
の

形
で
、
病
床
数
を
現
状
よ
り
１
３
０
床
余

り
削
減
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
が
、

そ
の
根
拠
は
。
ま
た
、
救
急
搬
送
先
を
基

幹
病
院
に
一
本
化
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
る
か
。

　
　
　会
議
の
中
で
今
後
の
需
要
量
に
即

し
た
体
制
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
病
床
数

の
削
減
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

検
討
過
程
の
数
値
と
し
て
公
表
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
今
後
、
医
師
等
の
働
き
方
改

革
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
行
く
必
要

が
あ
り
、
救
急
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も

周
辺
の
医
療
機
関
の
受
入
体
制
、
市
民
ニ

ー
ズ
等
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
行
き

た
い
。

　
　
　医
師
数
も
病
床
数
も
少
な
い
魚
沼

圏
域
か
ら
、
こ
れ
以
上
病
床
を
減
ら
す
べ

き
で
な
く
、
政
府
・
県
主
導
の
病
床
削
減

案
に
市
は
批
判
的
精
神
を
も
っ
て
望
ん
で

も
ら
い
た
い
。
救
急
搬
送
に
関
す
る
小
出

病
院
と
基
幹
病
院
の
役
割
分
担
を
明
確
に

し
、
連
携
方
法
等
に
つ
い
て
整
理
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　魚
沼
圏
域
地
域
医
療
構
想
調
整
会

議
の
中
で
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

　
　
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
に

向
け
、
介
護
職
の
処
遇
改
善
策
と
し
て
、

資
格
取
得
の
補
助
対
象
を
抜
本
的
に
広
げ

る
と
と
も
に
、
夜
勤
者
の
大
変
さ
に
見
合

う
よ
う
夜
勤
手
当
の
補
助
制
度
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　介
護
事
業
者
を
対
象
に
意
見
交
換

会
や
掘
り
下
げ
た
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
意
見
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
人

材
確
保
の
手
段
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

生
活
保
護
申
請
に
つ
い
て

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
困
窮
者
が
増
え

て
い
る
が
、
生
活
保
護
申
請
す
る
こ
と
へ

の
大
き
な
壁
が
扶
養
照
会
だ
。
申
請
者
が

扶
養
照
会
を
拒
む
場
合
は
、
本
人
の
意
向

と
し
て
こ
れ
を
充
分
尊
重
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
　申
請
の
際
に
明
ら
か
に
扶
養
履
行

が
期
待
で
き
な
い
場
合
等
に
は
、
扶
養
照

会
を
行
わ
な
い
取
扱
い
を
し
て
い
る
。

答答

問問

問問

答答

デ
ジ
タ
ル
庁
発
足
を
踏
ま

え
た
I
C
T
の
推
進
は

　
　
　公
文
書
の
電
子
デ
ー
タ
化
、
各
種

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
化
の
必
要
性
は
ど

う
考
え
る
か
。

　
　
　印
刷
コ
ス
ト
削
減
や
保
管
場
所
の

省
ス
ペ
ー
ス
化
、
行
政
手
続
き
の
電
子
化

に
よ
る
市
民
の
利
便
性
向
上
や
感
染
防
止

の
観
点
な
ど
必
要
性
は
充
分
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
で
他
自
治
体
や
庁
内
の

会
議
は
リ
モ
ー
ト
化
し
た
か
。

　
　
　他
自
治
体
等
と
の
リ
モ
ー
ト
会
議

は
月
平
均
約
70
回
実
施
し
て
い
る
。
庁
内

会
議
は
対
面
で
行
っ
て
い
る
。

　
　
　紙
ベ
ー
ス
で
の
保
管
は
大
変
大
き

な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
、
積
み
上
げ
る
と

５
・
５
㎞
に
も
な
る
文
書
量
で
あ
る
。
公

文
書
の
電
子
デ
ー
タ
化
の
進

　と
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
は
ど
う
か
。

　
　
　事
務
の
効
率
化
と
行
政
手
続
き
の

市
民
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
デ
ー
タ
化
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
。
文
書
改
ざ
ん
や
デ

ー
タ
流
失
等
に
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
基
準
を
設
け
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き

対
応
す
る
。

　
　
　歴
史
的
価
値
が
あ
る
古
文
書
な
ど

の
電
子
デ
ー
タ
化
は
進
ん
だ
か
。

　
　
　古
文
書
の
目
録
等
の
電
子
デ
ー
タ

化
は
概
ね
済
ん
だ
。
古
文
書
の
ス
キ
ャ
ン

デ
ー
タ
化
作
業
は
市
内
サ
ー
ク
ル
の
協
力

で
進
め
て
い
る
が
、
市
指
定
文
化
財
の
古

文
書
の
ス
キ
ャ
ン
作
業
は
内
容
確
認
が
必

要
な
こ
と
か
ら
時
間
を
要
し
て
い
る
。

　
　
　G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り

全
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
一
人
に
１
台
の

端
末
を
配
備
し
た
が
、
今
後
の
I
C
T
教

育
の
進
め
方
は
ど
う
か
。

　
　
　デ
ジ
タ
ル
教
材
の
視
聴
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
の
調
べ
活
動
な
ど
効
率
的
な

学
習
が
で
き
て
い
る
。
通
信
環
境
の
な
い

家
庭
に
は
モ
バ
イ
ル
通
信
機
器
を
貸
し
出

し
、
自
宅
学
習
で
も
使
用
し
て
い
る
。
今

後
は
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
推
進
チ
ー
ム
を

組
織
し
、
推
進
計
画
を
作
成
し
実
施
し
て

い
く
。
教
職
員
の
I
C
T
研
修
を
進
め
、

デ
ジ
タ
ル
教
材
や
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の

活
用
と
I
C
T
支
援
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ

り
、
効
率
的
、
効
果
的
な
学
習
を
目
指
す
。

答答

問問問

問問

答答答

学
校
授
業
で
弁
当
作
り
に

よ
る
食
育
の
推
進
を

　
　
　「食
で
つ
な
が
る
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
」
で
は
家
庭
が
食
育
活
動
の
推
進
母

体
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

今
は
共
働
き
家
庭
、
核
家
族
化
が
進
み
、

家
庭
で
の
「
食
育
活
動
」
は
難
し
い
状
況

で
あ
る
。
小
学
校
５
、
６
年
生
の
料
理
実

習
授
業
、
総
合
学
習
な
ど
を
活
用
し
、
学

校
で
の
「
弁
当
作
り
」
で
子
ど
も
た
ち
の

食
育
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答

　
　弁
当
作
り
に
つ
い
て
は
食
育
の
観

点
か
ら
意
義
が
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い

る
が
、
年
間
指
導
計
画
の
中
に
新
た
に
組

み
込
む
こ
と
は
授
業
日
数
等
と
の
兼
ね
合

い
の
観
点
か
ら
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

東
京
に
塩
お
に
ぎ
り
店
の
開
設
を

　　
　
　魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
全
国
ブ
ラ

ン
ド
で
あ
る
。
魚
沼
市
へ
観
光
客
を
呼
び

込
む
宣
伝
塔
と
し
て
の「
塩
お
に
ぎ
り
店
」

を
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　産
地
の
知
名
度
を
生
か
し
た
観
光

誘
客
は
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、
塩
お
に
ぎ
り
店
の
開
設
は
、
民
間
事

業
者
の
活
動
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
秋
か
ら
市
内
飲
食
店
等
で
の
「
魚
沼
ご

ち
そ
う
お
に
ぎ
り
事
業
」
を
展
開
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
米
ど
こ
ろ
魚
沼
市
に
向

け
た
観
光
戦
略
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答

問問 答

佐藤　達雄

遠藤　徳一

高野甲子雄

富永三千敏

魚沼ごちそう
おにぎりポスター
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︶
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質
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︵
通
告
順
︶
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ピ
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ポ
ー
ツ
の

普
及
と
環
境
整
備
に
つ
い
て

　
　
　東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
を
契
機
に
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
入

れ
、
多
く
の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
環
境

を
整
備
し
各
種
行
政
課
題
を
関
連
付
け
な

が
ら
魚
沼
市
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
発
展

さ
せ
て
は
ど
う
か
、
以
下
を
問
う
。

　現
在
の
魚
沼
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に

は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
理
念
に
基
づ
く
普
及

振
興
的
な
部
分
の
掲
載
が
少
な
い
。
次
回

の
策
定
に
盛
り
込
む
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　盛
り
込
め
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
　
　市
有
の
公
共
施
設
等
の
利
活
用
も

視
野
に
入
れ
特
色
あ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
整
備

を
図
り
「
心
身
と
も
に
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
普
及
さ
せ
て
は
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　先
進
事
例
等
、
研
究
し
な
が
ら
検

討
す
る
。

　
　
　パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
は
冬

季
競
技
も
含
ま
れ
、
ス
キ
ー
場
等
地
元
の

活
性
策
と
し
て
市
内
外
に
発
信
す
る
こ
と

で
移
住
定
住
施
策
や
健
康
増
進
施
策
に
も

つ
な
が
る
。
そ
の
環
境
整
備
と
し
て
、
陸

上
競
技
場
や
水
泳
施
設
等
に
つ
い
て
広
域

で
協
議
し
今
後
建
設
を
考
え
る
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
参
考
に
し
た
い
。

犯
罪
者
支
援
条
例
に
つ
い
て

　
　
　新
潟
県
は
条
例
化
し
、
市
町
村
に

も
制
定
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
犯
罪
が
多

様
化
、
交
通
ル
ー
ル
の
無
秩
序
化
に
よ
り

被
害
を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
多
様
に
考
え
ら

れ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　被
害
者
か
ら
の
相
談
や
支
援
の
実

例
が
な
く
、
条
例
化
の
予
定
は
な
い
。
現

行
の
条
例
の
中
で
対
応
す
る
。

小
出
郷
図
書
館
の
今
後
に
つ
い
て

　
　
　市
内
外
に
呼
び
か
け
エ
リ
ア
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
開
催
等
に
よ
り

こ
の
エ
リ
ア
の
役
割
や
責
務
を
明
確
化
し

新
庁
舎
、
小
出
病
院
、
図
書
館
構
想
等
の

周
辺
環
境
を
調
査
し
な
が
ら
こ
の
建
物
の

価
値
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
が
ど
う
か
。

　
　
　専
門
家
を
交
え
る
か
わ
か
ら
な
い

が
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
検
討
す
る
。

答答答

問問問

問問

答答

小
出
病
院
の
病
床
削
減
、

救
急
搬
送
受
け
入
れ
取
止

め
の
検
討
を
問
う

　
　

　
　
　魚
沼
圏
域
地
域
医
療
構
想
調
整
会

議
で
は
、
厚
労
省
案
を
も
と
に
県
主
導
の

形
で
、
病
床
数
を
現
状
よ
り
１
３
０
床
余

り
削
減
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
が
、

そ
の
根
拠
は
。
ま
た
、
救
急
搬
送
先
を
基

幹
病
院
に
一
本
化
す
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
る
か
。

　
　
　会
議
の
中
で
今
後
の
需
要
量
に
即

し
た
体
制
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
病
床
数

の
削
減
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

検
討
過
程
の
数
値
と
し
て
公
表
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
今
後
、
医
師
等
の
働
き
方
改

革
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
行
く
必
要

が
あ
り
、
救
急
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も

周
辺
の
医
療
機
関
の
受
入
体
制
、
市
民
ニ

ー
ズ
等
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
行
き

た
い
。

　
　
　医
師
数
も
病
床
数
も
少
な
い
魚
沼

圏
域
か
ら
、
こ
れ
以
上
病
床
を
減
ら
す
べ

き
で
な
く
、
政
府
・
県
主
導
の
病
床
削
減

案
に
市
は
批
判
的
精
神
を
も
っ
て
望
ん
で

も
ら
い
た
い
。
救
急
搬
送
に
関
す
る
小
出

病
院
と
基
幹
病
院
の
役
割
分
担
を
明
確
に

し
、
連
携
方
法
等
に
つ
い
て
整
理
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　魚
沼
圏
域
地
域
医
療
構
想
調
整
会

議
の
中
で
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

　
　
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
に

向
け
、
介
護
職
の
処
遇
改
善
策
と
し
て
、

資
格
取
得
の
補
助
対
象
を
抜
本
的
に
広
げ

る
と
と
も
に
、
夜
勤
者
の
大
変
さ
に
見
合

う
よ
う
夜
勤
手
当
の
補
助
制
度
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　介
護
事
業
者
を
対
象
に
意
見
交
換

会
や
掘
り
下
げ
た
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
意
見
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
人

材
確
保
の
手
段
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

生
活
保
護
申
請
に
つ
い
て

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
困
窮
者
が
増
え

て
い
る
が
、
生
活
保
護
申
請
す
る
こ
と
へ

の
大
き
な
壁
が
扶
養
照
会
だ
。
申
請
者
が

扶
養
照
会
を
拒
む
場
合
は
、
本
人
の
意
向

と
し
て
こ
れ
を
充
分
尊
重
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
　申
請
の
際
に
明
ら
か
に
扶
養
履
行

が
期
待
で
き
な
い
場
合
等
に
は
、
扶
養
照

会
を
行
わ
な
い
取
扱
い
を
し
て
い
る
。

答答

問問

問問

答答

デ
ジ
タ
ル
庁
発
足
を
踏
ま

え
た
I
C
T
の
推
進
は

　
　
　公
文
書
の
電
子
デ
ー
タ
化
、
各
種

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
化
の
必
要
性
は
ど

う
考
え
る
か
。

　
　
　印
刷
コ
ス
ト
削
減
や
保
管
場
所
の

省
ス
ペ
ー
ス
化
、
行
政
手
続
き
の
電
子
化

に
よ
る
市
民
の
利
便
性
向
上
や
感
染
防
止

の
観
点
な
ど
必
要
性
は
充
分
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　コ
ロ
ナ
禍
で
他
自
治
体
や
庁
内
の

会
議
は
リ
モ
ー
ト
化
し
た
か
。

　
　
　他
自
治
体
等
と
の
リ
モ
ー
ト
会
議

は
月
平
均
約
70
回
実
施
し
て
い
る
。
庁
内

会
議
は
対
面
で
行
っ
て
い
る
。

　
　
　紙
ベ
ー
ス
で
の
保
管
は
大
変
大
き

な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
、
積
み
上
げ
る
と

５
・
５
㎞
に
も
な
る
文
書
量
で
あ
る
。
公

文
書
の
電
子
デ
ー
タ
化
の
進

　と
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
は
ど
う
か
。

　
　
　事
務
の
効
率
化
と
行
政
手
続
き
の

市
民
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
デ
ー
タ
化
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
。
文
書
改
ざ
ん
や
デ

ー
タ
流
失
等
に
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
基
準
を
設
け
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き

対
応
す
る
。

　
　
　歴
史
的
価
値
が
あ
る
古
文
書
な
ど

の
電
子
デ
ー
タ
化
は
進
ん
だ
か
。

　
　
　古
文
書
の
目
録
等
の
電
子
デ
ー
タ

化
は
概
ね
済
ん
だ
。
古
文
書
の
ス
キ
ャ
ン

デ
ー
タ
化
作
業
は
市
内
サ
ー
ク
ル
の
協
力

で
進
め
て
い
る
が
、
市
指
定
文
化
財
の
古

文
書
の
ス
キ
ャ
ン
作
業
は
内
容
確
認
が
必

要
な
こ
と
か
ら
時
間
を
要
し
て
い
る
。

　
　
　G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り

全
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
一
人
に
１
台
の

端
末
を
配
備
し
た
が
、
今
後
の
I
C
T
教

育
の
進
め
方
は
ど
う
か
。

　
　
　デ
ジ
タ
ル
教
材
の
視
聴
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
の
調
べ
活
動
な
ど
効
率
的
な

学
習
が
で
き
て
い
る
。
通
信
環
境
の
な
い

家
庭
に
は
モ
バ
イ
ル
通
信
機
器
を
貸
し
出

し
、
自
宅
学
習
で
も
使
用
し
て
い
る
。
今

後
は
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
推
進
チ
ー
ム
を

組
織
し
、
推
進
計
画
を
作
成
し
実
施
し
て

い
く
。
教
職
員
の
I
C
T
研
修
を
進
め
、

デ
ジ
タ
ル
教
材
や
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
の

活
用
と
I
C
T
支
援
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ

り
、
効
率
的
、
効
果
的
な
学
習
を
目
指
す
。

答答

問問問

問問

答答答

学
校
授
業
で
弁
当
作
り
に

よ
る
食
育
の
推
進
を

　
　
　「食
で
つ
な
が
る
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
」
で
は
家
庭
が
食
育
活
動
の
推
進
母

体
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

今
は
共
働
き
家
庭
、
核
家
族
化
が
進
み
、

家
庭
で
の
「
食
育
活
動
」
は
難
し
い
状
況

で
あ
る
。
小
学
校
５
、
６
年
生
の
料
理
実

習
授
業
、
総
合
学
習
な
ど
を
活
用
し
、
学

校
で
の
「
弁
当
作
り
」
で
子
ど
も
た
ち
の

食
育
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答

　
　弁
当
作
り
に
つ
い
て
は
食
育
の
観

点
か
ら
意
義
が
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い

る
が
、
年
間
指
導
計
画
の
中
に
新
た
に
組

み
込
む
こ
と
は
授
業
日
数
等
と
の
兼
ね
合

い
の
観
点
か
ら
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

東
京
に
塩
お
に
ぎ
り
店
の
開
設
を

　　
　
　魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
全
国
ブ
ラ

ン
ド
で
あ
る
。
魚
沼
市
へ
観
光
客
を
呼
び

込
む
宣
伝
塔
と
し
て
の「
塩
お
に
ぎ
り
店
」

を
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　産
地
の
知
名
度
を
生
か
し
た
観
光

誘
客
は
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、
塩
お
に
ぎ
り
店
の
開
設
は
、
民
間
事

業
者
の
活
動
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
秋
か
ら
市
内
飲
食
店
等
で
の
「
魚
沼
ご

ち
そ
う
お
に
ぎ
り
事
業
」
を
展
開
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
米
ど
こ
ろ
魚
沼
市
に
向

け
た
観
光
戦
略
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答

問問 答

佐藤　達雄

遠藤　徳一

高野甲子雄

富永三千敏

魚沼ごちそう
おにぎりポスター
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

ワ
ク
チ
ン
行
政
の
姿
勢
は

　
　
　1
9
8
0
年
代
ま
で
、
日
本
は
ワ

ク
チ
ン
先
進
国
で
あ
っ
た
が
、
ワ
ク
チ
ン

の
健
康
被
害
が
社
会
問
題
と
な
り
、
い
つ

し
か
行
政
は
予
防
接
種
に
対
し
て
積
極
的

な
関
与
を
行
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
限
ら

ず
、ワ
ク
チ
ン
は
大
き
な
目
で
見
る
な
ら
、

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
事
実
は
あ
る
。
市
の

ワ
ク
チ
ン
行
政
の
基
本
的
な
姿
勢
を
問
う
。

　　
　
　予
防
接
種
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
疾

病
の
流
行
防
止
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て

き
た
。
予
防
接
種
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
及
び
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
に

よ
り
市
民
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

人
が
集
う
場
所
で
の
Ｗ
i
｜

Ｆ
i
完
全

設
置
を

　
　
　庁
舎
、
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設

に
加
え
、
駅
、
道
の
駅
な
ど
、
人
が
集
う

場
所
で
の
Ｗ
i
｜

Ｆ
i
完
全
設
置
を
行

え
な
い
か
。

　
　
　現
在
は
庁
舎
、
公
民
館
、
観
光
施

設
及
び
学
校
施
設
等
に
導
入
し
て
い
る
。

今
後
の
設
置
は
利
用
者
等
の
状
況
を
み
た

中
で
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　店
舗
等
で
Ｗ
i
｜

Ｆ
i
を
設
置

す
る
場
合
の
補
助
制
度
は
あ
る
か
。

　
　
　「魚
沼
市
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
置

支
援
事
業
補
助
金
」
を
設
け
て
い
る
が
、

交
付
件
数
が
例
年
数
件
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
よ
り
多
く
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
周
知
方
法
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　利
用
箇
所
を
一
元
化
し
た
サ
イ
ト

が
あ
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
フ

リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
ド
ッ
ト
コ
ム
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
市
内
の
店
舗
等
の
情
報
も
合

わ
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

答答答

問問

問問

答

公
共
交
通
施
策
に
つ
い
て

　
　
　「空
の
バ
ス
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
の
運
行
に
多
額
の
税
金
が
事
業
者
へ
投

入
さ
れ
て
い
る
」
と
市
民
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
公
共
交
通
を
維
持
す

る
た
め
に
財
政
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
従

来
の
事
業
者
へ
の
財
政
支
援
か
ら
利
用
客

へ
の
財
政
支
援
に
切
替
え
て
、
学
生
・
観

光
客
・
高
齢
者
の
利
用
促
進
の
た
め
の
提

案
を
し
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　上
越
線
の
最
寄
り
駅
に
徒
歩
で
通
え
る

高
校
生
に
比
べ
、
バ
ス
や
只
見
線
を
利
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生
徒
は
通
学
に
大

き
な
経
済
的
負
担
が
生
じ
て
い
る
。
真
に

学
び
の
機
会
の
平
等
性
を
確
保
す
る
に
は

中
学
生
同
様
、
通
学
費
用
も
無
償
化
が
必

要
で
あ
り
高
校
生
に
最
寄
駅
ま
で
の
通
学

バ
ス
定
期
券
を
配
付
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　新
規
利
用
者
の
掘
り
起
こ
し
に
つ

な
が
る
方
策
が
あ
れ
ば
生
活
交
通
の
維
持

に
大
き
く
貢
献
す
る
と
考
え
る
。
近
隣
自

治
体
の
状
況
も
研
究
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
た
い
。

　
　
　長
崎
市
で
は
路
面
電
車
１
日
乗
り

放
題
の
「
電
車
一
日
乗
車
券
」、
京
都
市

で
は
「
バ
ス
一
日
券
」
を
販
売
し
て
い
る
。

当
市
で
も
観
光
地
等
の
新
た
な
運
行
ル
ー

ト
の
設
置
と
と
も
に
、
ど
の
路
線
バ
ス
や

乗
合
い
タ
ク
シ
ー
で
も
利
用
で
き
る
一
日

乗
車
券
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　交
通
事
業
者
に
対
し
て
乗
り
放
題

チ
ケ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
利
用
促
進
の
取
組

が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
働
き
か
け
て
い

き
た
い
。

　
　
　70
歳
以
上
の
方
に
、
市
内
の
ど
の

地
域
に
住
ん
で
い
て
も
一
律
料
金
で
何
回

で
も
利
用
で
き
る
年
間
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　福
祉
交
通
分
野
の
拡
充
を
含
め
、

よ
り
よ
い
制
度
の
構
築
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

答答

問

問問

答

子
ど
も
た
ち
へ
の
感
染
対

策
を
問
う

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
検
査
体
制
に
つ

い
て　

　
　ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
者
で
な
い
、

12
歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
感
染
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
対
策
を
伺
う
。

　
　
　子
ど
も
た
ち
を
感
染
か
ら
守
る
た

め
に
、
接
す
る
機
会
の
多
い
教
職
員
、
保

育
士
等
に
優
先
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
家
庭
・
学
校
間
の
感
染

を
広
げ
な
い
よ
う
に
、
感
染
症
対
策
の
継

続
に
つ
い
て
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
防
ぐ
に
は
、

無
症
状
者
を
早
く
み
つ
け
、
治
療
し
、
保

護
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
の
た
め
に

P
C
R
検
査
や
抗
原
検
査
な
ど
を
無
料
化

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　感
染
の
不
安
を
抱
え
る
市
民
を
対

象
と
し
た
P
C
R
検
査
の
費
用
助
成
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
所
が
実
施
す
る

P
C
R
検
査
費
用
の
助
成
の
活
用
も
進
ん

で
い
る
。
定
期
的
な
検
査
を
市
単
独
で
実

施
す
る
こ
と
は
費
用
的
に
も
人
的
に
も
非

常
に
難
し
い
。

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

　
　
　世
界
的
規
模
の
気
候
変
動
は
、
人

類
を
脅
か
す
も
の
だ
。
廃
棄
物
処
理
に
よ

り
C
O
2
が
大
量
排
出
さ
れ
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
市
の
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
非
常
に
低
い
。
生
ゴ
ミ

の
堆
肥
化
な
ど
資
源
ご
み
の
品
目
を
大
幅

に
増
や
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
転
換
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　現
在
は
分
別
時
の
区
分
数
を
抑

え
、
回
収
後
に
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
も
の

を
選
別
す
る
施
設
選
別
方
式
を
採
用
し
て

い
る
。
さ
ら
な
る
資
源
化
に
は
処
理
施
設

の
整
備
等
が
必
要
と
な
る
た
め
、
新
し
い

処
理
施
設
の
建
設
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

公
共
施
設
再
編
に
つ
い
て

　
　
　各
地
域
の
公
共
施
設
を
考
え
て
い

く
の
は
、
住
民
に
直
接
の
問
題
で
あ
り
、

住
民
自
身
が
深
く
関
わ
る
こ
と
が
重
要

だ
。
早
期
に
住
民
と
の
協
議
の
場
を
具
体

化
し
な
い
か
。

　
　
　公
共
施
設
に
関
す
る
計
画
は
、
各

地
域
の
声
を
聞
い
て
策
定
し
て
き
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

答 答

問問

問 問

答答

佐
梨
川
の
護
岸
周
辺
整
備
を

　
　
　７
月
29
日
に
撮
影
さ
れ
た
佐
梨
川

鉄
砲
水
の
動
画
は
と
て
も
印
象
深
か
っ
た

が
、
注
意
喚
起
だ
け
で
な
く
、
佐
梨
川
護

岸
周
辺
の
整
備
も
行
う
必
要
が
あ
る
。

　佐
梨
川
は
清
流
と
し
て
知
ら
れ
、
上
流

に
は
多
く
の
釣
り
人
が
訪
れ
、
下
流
に
は

河
川
公
園
や
河
川
整
備
に
よ
る
水
遊
び
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

が
豊
富
に
点
在
し
て
い
る
。
特
に
下
流
域

の
ビ
ハ
ー
ラ
佐
梨
川
、
吉
田
橋
か
ら
野
口

橋
の
環
境
整
備
を
見
つ
め
直
す
べ
き
と
考

え
る
。

　注
意
喚
起
方
法
の
見
直
し
と
避
難
経
路

の
確
立
を
行
い
、
平
時
か
ら
の
利
活
用
を

狙
い
、
臭
気
対
策
や
草
刈
り
、
施
設
修
繕

な
ど
多
目
的
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　
　本
河
川
は
調
和
の
と
れ
た
景
観
、

動
植
物
の
良
好
な
成
育
環
境
等
も
あ
り
、

築
堤
、
護
岸
、
河
床
掘
削
を
中
心
に
県
が

整
備
を
進
め
て
お
り
、
現
在
大
湯
温
泉
地

区
に
つ
い
て
着
手
し
て
い
る
。

介
護
人
材
の
雇
用
に
つ
い
て

　
　
　介
護
人
材
不
足
を
理
由
に
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
営
業
日
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得

な
い
事
業
所
も
あ
る
と
聞
く
。
人
材
不
足

を
解
決
し
な
け
れ
ば
、
介
護
の
問
題
も
解

決
し
な
い
。
当
市
に
介
護
人
材
の
潜
在
性

が
な
い
と
す
れ
ば
、
人
材
を
市
外
か
ら
募

る
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
。
自
治
体
連
携

の
中
で
人
材
を
融
通
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
外
国
人
技
能
実
習
生
等
の

見
込
み
は
あ
る
か
。
こ
こ
に
市
も
関
与
で

き
な
い
か
。

　
　
　自
治
体
連
携
に
つ
い
て
は
全
国
的

に
介
護
人
材
不
足
の
状
況
な
の
で
、
仕
組

み
づ
く
り
が
難
し
い
と
考
え
る
。
外
国
人

技
能
実
習
生
は
コ
ロ
ナ
禍
で
受
入
が
難
し

い
状
況
に
あ
る
が
、
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
の
で
、
事
業
所
か
ら
意
見
を
聞
く
中

で
支
援
を
検
討
し
た
い
。

答

問

問

答

渡辺　一美

本田　　篤

志田　　貢

大平　恭児

か
ら
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一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

一

般

質

問
︵
通
告
順
︶

ワ
ク
チ
ン
行
政
の
姿
勢
は

　
　
　1
9
8
0
年
代
ま
で
、
日
本
は
ワ

ク
チ
ン
先
進
国
で
あ
っ
た
が
、
ワ
ク
チ
ン

の
健
康
被
害
が
社
会
問
題
と
な
り
、
い
つ

し
か
行
政
は
予
防
接
種
に
対
し
て
積
極
的

な
関
与
を
行
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
限
ら

ず
、ワ
ク
チ
ン
は
大
き
な
目
で
見
る
な
ら
、

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
事
実
は
あ
る
。
市
の

ワ
ク
チ
ン
行
政
の
基
本
的
な
姿
勢
を
問
う
。

　　
　
　予
防
接
種
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
疾

病
の
流
行
防
止
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て

き
た
。
予
防
接
種
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
及
び
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
に

よ
り
市
民
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

人
が
集
う
場
所
で
の
Ｗ
i
｜

Ｆ
i
完
全

設
置
を

　
　
　庁
舎
、
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設

に
加
え
、
駅
、
道
の
駅
な
ど
、
人
が
集
う

場
所
で
の
Ｗ
i
｜

Ｆ
i
完
全
設
置
を
行

え
な
い
か
。

　
　
　現
在
は
庁
舎
、
公
民
館
、
観
光
施

設
及
び
学
校
施
設
等
に
導
入
し
て
い
る
。

今
後
の
設
置
は
利
用
者
等
の
状
況
を
み
た

中
で
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　店
舗
等
で
Ｗ
i
｜

Ｆ
i
を
設
置

す
る
場
合
の
補
助
制
度
は
あ
る
か
。

　
　
　「魚
沼
市
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
置

支
援
事
業
補
助
金
」
を
設
け
て
い
る
が
、

交
付
件
数
が
例
年
数
件
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
よ
り
多
く
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
周
知
方
法
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　利
用
箇
所
を
一
元
化
し
た
サ
イ
ト

が
あ
る
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
フ

リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
ド
ッ
ト
コ
ム
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
市
内
の
店
舗
等
の
情
報
も
合

わ
せ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

答答答

問問

問問

答

公
共
交
通
施
策
に
つ
い
て

　
　
　「空
の
バ
ス
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
の
運
行
に
多
額
の
税
金
が
事
業
者
へ
投

入
さ
れ
て
い
る
」
と
市
民
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
公
共
交
通
を
維
持
す

る
た
め
に
財
政
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
従

来
の
事
業
者
へ
の
財
政
支
援
か
ら
利
用
客

へ
の
財
政
支
援
に
切
替
え
て
、
学
生
・
観

光
客
・
高
齢
者
の
利
用
促
進
の
た
め
の
提

案
を
し
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　上
越
線
の
最
寄
り
駅
に
徒
歩
で
通
え
る

高
校
生
に
比
べ
、
バ
ス
や
只
見
線
を
利
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生
徒
は
通
学
に
大

き
な
経
済
的
負
担
が
生
じ
て
い
る
。
真
に

学
び
の
機
会
の
平
等
性
を
確
保
す
る
に
は

中
学
生
同
様
、
通
学
費
用
も
無
償
化
が
必

要
で
あ
り
高
校
生
に
最
寄
駅
ま
で
の
通
学

バ
ス
定
期
券
を
配
付
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　新
規
利
用
者
の
掘
り
起
こ
し
に
つ

な
が
る
方
策
が
あ
れ
ば
生
活
交
通
の
維
持

に
大
き
く
貢
献
す
る
と
考
え
る
。
近
隣
自

治
体
の
状
況
も
研
究
し
な
が
ら
検
討
を
進

め
た
い
。

　
　
　長
崎
市
で
は
路
面
電
車
１
日
乗
り

放
題
の
「
電
車
一
日
乗
車
券
」、
京
都
市

で
は
「
バ
ス
一
日
券
」
を
販
売
し
て
い
る
。

当
市
で
も
観
光
地
等
の
新
た
な
運
行
ル
ー

ト
の
設
置
と
と
も
に
、
ど
の
路
線
バ
ス
や

乗
合
い
タ
ク
シ
ー
で
も
利
用
で
き
る
一
日

乗
車
券
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　交
通
事
業
者
に
対
し
て
乗
り
放
題

チ
ケ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
利
用
促
進
の
取
組

が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
働
き
か
け
て
い

き
た
い
。

　
　
　70
歳
以
上
の
方
に
、
市
内
の
ど
の

地
域
に
住
ん
で
い
て
も
一
律
料
金
で
何
回

で
も
利
用
で
き
る
年
間
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　福
祉
交
通
分
野
の
拡
充
を
含
め
、

よ
り
よ
い
制
度
の
構
築
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

答答

問

問問

答

子
ど
も
た
ち
へ
の
感
染
対

策
を
問
う

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
検
査
体
制
に
つ

い
て　

　
　ワ
ク
チ
ン
接
種
対
象
者
で
な
い
、

12
歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
感
染
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
対
策
を
伺
う
。

　
　
　子
ど
も
た
ち
を
感
染
か
ら
守
る
た

め
に
、
接
す
る
機
会
の
多
い
教
職
員
、
保

育
士
等
に
優
先
的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
家
庭
・
学
校
間
の
感
染

を
広
げ
な
い
よ
う
に
、
感
染
症
対
策
の
継

続
に
つ
い
て
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
防
ぐ
に
は
、

無
症
状
者
を
早
く
み
つ
け
、
治
療
し
、
保

護
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
の
た
め
に

P
C
R
検
査
や
抗
原
検
査
な
ど
を
無
料
化

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　感
染
の
不
安
を
抱
え
る
市
民
を
対

象
と
し
た
P
C
R
検
査
の
費
用
助
成
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
所
が
実
施
す
る

P
C
R
検
査
費
用
の
助
成
の
活
用
も
進
ん

で
い
る
。
定
期
的
な
検
査
を
市
単
独
で
実

施
す
る
こ
と
は
費
用
的
に
も
人
的
に
も
非

常
に
難
し
い
。

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

　
　
　世
界
的
規
模
の
気
候
変
動
は
、
人

類
を
脅
か
す
も
の
だ
。
廃
棄
物
処
理
に
よ

り
C
O
2
が
大
量
排
出
さ
れ
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
市
の
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
非
常
に
低
い
。
生
ゴ
ミ

の
堆
肥
化
な
ど
資
源
ご
み
の
品
目
を
大
幅

に
増
や
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
転
換
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　現
在
は
分
別
時
の
区
分
数
を
抑

え
、
回
収
後
に
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
も
の

を
選
別
す
る
施
設
選
別
方
式
を
採
用
し
て

い
る
。
さ
ら
な
る
資
源
化
に
は
処
理
施
設

の
整
備
等
が
必
要
と
な
る
た
め
、
新
し
い

処
理
施
設
の
建
設
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

公
共
施
設
再
編
に
つ
い
て

　
　
　各
地
域
の
公
共
施
設
を
考
え
て
い

く
の
は
、
住
民
に
直
接
の
問
題
で
あ
り
、

住
民
自
身
が
深
く
関
わ
る
こ
と
が
重
要

だ
。
早
期
に
住
民
と
の
協
議
の
場
を
具
体

化
し
な
い
か
。

　
　
　公
共
施
設
に
関
す
る
計
画
は
、
各

地
域
の
声
を
聞
い
て
策
定
し
て
き
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

答 答

問問

問 問

答答

佐
梨
川
の
護
岸
周
辺
整
備
を

　
　
　７
月
29
日
に
撮
影
さ
れ
た
佐
梨
川

鉄
砲
水
の
動
画
は
と
て
も
印
象
深
か
っ
た

が
、
注
意
喚
起
だ
け
で
な
く
、
佐
梨
川
護

岸
周
辺
の
整
備
も
行
う
必
要
が
あ
る
。

　佐
梨
川
は
清
流
と
し
て
知
ら
れ
、
上
流

に
は
多
く
の
釣
り
人
が
訪
れ
、
下
流
に
は

河
川
公
園
や
河
川
整
備
に
よ
る
水
遊
び
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

が
豊
富
に
点
在
し
て
い
る
。
特
に
下
流
域

の
ビ
ハ
ー
ラ
佐
梨
川
、
吉
田
橋
か
ら
野
口

橋
の
環
境
整
備
を
見
つ
め
直
す
べ
き
と
考

え
る
。

　注
意
喚
起
方
法
の
見
直
し
と
避
難
経
路

の
確
立
を
行
い
、
平
時
か
ら
の
利
活
用
を

狙
い
、
臭
気
対
策
や
草
刈
り
、
施
設
修
繕

な
ど
多
目
的
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　
　本
河
川
は
調
和
の
と
れ
た
景
観
、

動
植
物
の
良
好
な
成
育
環
境
等
も
あ
り
、

築
堤
、
護
岸
、
河
床
掘
削
を
中
心
に
県
が

整
備
を
進
め
て
お
り
、
現
在
大
湯
温
泉
地

区
に
つ
い
て
着
手
し
て
い
る
。

介
護
人
材
の
雇
用
に
つ
い
て

　
　
　介
護
人
材
不
足
を
理
由
に
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
営
業
日
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得

な
い
事
業
所
も
あ
る
と
聞
く
。
人
材
不
足

を
解
決
し
な
け
れ
ば
、
介
護
の
問
題
も
解

決
し
な
い
。
当
市
に
介
護
人
材
の
潜
在
性

が
な
い
と
す
れ
ば
、
人
材
を
市
外
か
ら
募

る
必
要
も
あ
る
と
考
え
る
。
自
治
体
連
携

の
中
で
人
材
を
融
通
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
外
国
人
技
能
実
習
生
等
の

見
込
み
は
あ
る
か
。
こ
こ
に
市
も
関
与
で

き
な
い
か
。

　
　
　自
治
体
連
携
に
つ
い
て
は
全
国
的

に
介
護
人
材
不
足
の
状
況
な
の
で
、
仕
組

み
づ
く
り
が
難
し
い
と
考
え
る
。
外
国
人

技
能
実
習
生
は
コ
ロ
ナ
禍
で
受
入
が
難
し

い
状
況
に
あ
る
が
、
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
の
で
、
事
業
所
か
ら
意
見
を
聞
く
中

で
支
援
を
検
討
し
た
い
。

答

問

問

答

渡辺　一美

本田　　篤

志田　　貢

大平　恭児

か
ら
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８
月
26
日
・
９
月
３
日
・
９
月
16
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１
　
審
査
事
件

陳
情
第
１
号

﹁
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
私
立
高
校
生
の
学

び
を
保
障
し
私
立
高
校
の
教
育
環
境
整
備

を
は
か
る
た
め
、
私
学
助
成
増
額
・
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
﹂
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

問
　
私
立
高
校
に
進
学
し
た
人
数
は
ど
う
か
。

答
　
令
和
２
年
度
末
の
卒
業
生
２
６
８
人

の
う
ち
38
人
が
私
立
高
校
に
進
学
し
た
。

※

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

２
　
調
査
事
件

①
　
魚
沼
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

に
つ
い
て

　過
疎
対
策
事
業
に
対
す
る
各
種
財
政
措

置
を
受
け
る
た
め
に
必
要
と
な
る
計
画
だ

が
、
現
行
の
計
画
が
期
間
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
新
た
な
法
律
に
基
づ
き
計
画
が
策

定
さ
れ
る
も
の
。
執
行
部
か
ら
は
計
画
案

や
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

問

　こ
れ
ま
で
の
計
画
と
ど
れ
だ
け
変
わ

る
の
か
。

答

　前
計
画
を
引
き
継
ぐ
形
で
策
定
を
進

め
て
い
る
が
、
人
材
確
保
や
施
設
整
備
等

に
つ
い
て
追
加
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
。

問

　掲
載
事
業
に
漏
れ
は
な
い
か
。

答

　掲
載
事
業
は
総
合
計
画
を
基
に
し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
過
疎
対
策
と
し
て
実
施

し
、
財
政
支
援
を
受
け
る
も
の
を
掲
載
し

て
い
る
。

②
　
魚
沼
市
公
立
保
育
園
等
再
編
計
画

︵
案
︶
及
び
第
二
期
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

　計
画
の
見
直
し
に
係
る
保
護
者
及
び
市

民
説
明
会
の
状
況
と
計
画
の
成
案
化
に
向

け
た
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

問

　参
加
者
の
中
に
計
画
に
反
対
の
声
は

な
か
っ
た
か
。

答

　基
本
的
な
再
編
方
針
に
つ
い
て
の
反

対
意
見
は
な
か
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

③
　
入
広
瀬
小
学
校
に
つ
い
て

　保
護
者
や
地
元
関
係
者
を
対
象
と
し
て

開
催
さ
れ
た
入
広
瀬
小
学
校
の
今
後
に
係

る
説
明
会
及
び
意
見
交
換
の
内
容
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。

④
　
押
印
等
見
直
し
の
実
施
に
つ
い
て

　行
政
手
続
の
市
民
負
担
軽
減
や
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
の
た
め
、
今
後
進
め
ら
れ
る
押

印
、
署
名
の
見
直
し
の
概
要
や
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
説
明
を
受
け
た
。

⑤
　
小
中
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
つ
い
て

問

　２
学
期
が
始
ま
っ
た
が
市
内
小
中
学

校
の
対
応
は
ど
う
か
。

答

　基
本
的
に
は
国
か
ら
示
さ
れ
た
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
の
っ
と
っ
て
行
っ
て
お
り
、
新

し
い
生
活
様
式
も
徹
底
し
て
行
う
よ
う
に

し
て
い
る
。

⑥
　
財
政
計
画
及
び
定
員
適
正
化
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　ど
ち
ら
の
計
画
も
改
訂
時
期
を
迎
え
て

い
る
が
、
社
会
情
勢
や
制
度
改
正
等
の
影

響
に
よ
り
、
計
画
の
改
訂
に
は
今
し
ば
ら

く
時
間
が
必
要
で
あ
る
旨
の
説
明
を
受
け
た
。

問

　い
つ
ま
で
に
改
訂
で
き
そ
う
な
の
か
。

答

　早
め
に
作
業
は
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
現
段
階
で
い
つ
ま
で
と
い
う
こ

と
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

⑦
　
第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
前
期
基
本

計
画
の
総
括
に
つ
い
て

　令
和
２
年
度
末
で
前
期
基
本
計
画
の
計

画
期
間
が
終
了
し
た
た
め
、
各
施
策
に
お

け
る
取
組
の
評
価
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

⑧
　
第
２
期
魚
沼
地
域
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
︵
案
︶
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
結
果
に
つ
い
て

　南
魚
沼
市
、
湯
沢
町
と
と
も
に
魅
力
あ

る
圏
域
の
形
成
を
図
る
た
め
、
連
携
し
て

推
進
す
る
具
体
的
な
取
組
を
示
し
た
当
該

ビ
ジ
ョ
ン
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結

果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

⑨
　
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

　調
査
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

３
　
現
地
調
査

　解
体
が
予
定
さ
れ
て
い
る
旧
堀
之
内
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
来
年
度
開
園
が

予
定
さ
れ
て
い
る
私
立
保
育
園
の
建
設
予

定
地
を
視
察
し
た
。

　旧
堀
之
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
対
す
る
近
隣
へ

の
丁
寧
な
対
応
を
望
む
意
見
と
、
私
立
保

育
園
建
設
予
定
地
に
つ
い
て
は
、
交
通
量

や
消
雪
パ
イ
プ
、
用
水
路
等
周
辺
環
境
の

危
惧
と
そ
の
改
良
を
望
む
意
見
が
出
さ
れ

８
月
30
日
・
９
月
17
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１
　
審
査
事
件

請
願
第
４
号

　紹
介
議
員
欠
席
の
た
め
、
執
行
部
に
確

認
の
質
疑
を
行
い
、
討
論
の
後
、
採
決
を

行
っ
た
。

問

　事
業
者
へ
の
支
援
は
行
っ
て
い
る

が
、
困
窮
し
て
い
る
個
人
に
対
し
て
の
支

援
は
行
っ
て
い
る
か
。

答

　コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
る
人
に
対
す

る
住
居
費
の
支
援
と
し
て
住
居
確
保
給
付

金
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
は
申
請
が
な
か
っ
た
も
の
が
増
え
て
き

て
い
る
。
生
活
保
護
に
つ
い
て
も
申
請
者

が
増
え
て
い
る
。

問

　市
内
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
利
用
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答

　社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
ま
と
め
を

行
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
ひ
と
り
親

世
帯
へ
の
米
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

※

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

議
案
第
96
号
〜
99
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２
　
調
査
事
件

①
　
市
民
福
祉
部
の
事
業
進

　状
況
等
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

　斎
場
建
設
瑕
疵
担
保
請
求
に
係
る
債
権

放
棄
後
の
対
応
の
経
過
、
養
豚
団
地
の
臭

気
対
策
等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
質
疑

を
行
っ
た
。

②
　
産
業
経
済
部
の
事
業
進

　状
況
等
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

　各
ス
キ
ー
事
業
者
と
の
協
議
、
須
原
ス

キ
ー
場
索
道
施
設
復
旧
工
事
等
に
つ
い
て

質
疑
を
行
っ
た
。

③
　
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
の
結
果
報
告
を
行
っ
た
。

④
　
魚
沼
も
の
づ
く
り
振
興
協
議
会
と
の

懇
談
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

⑤

　所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

　調
査
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

３
　
現
地
調
査

　現
地
視
察
に
先
立
ち
、
視
察
先
の
両
施

設
の
概
要
に
つ
い
て
担
当
者
か
ら
説
明
を

受
け
質
疑
を
行
っ
た
。施
設
の
耐
久
年
数
、

現
在
の
使
用
状
況
、
過
去
に
発
生
し
た
水

害
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
、
利

用
者
等
か
ら
の
意
見
聴
取
に
つ
い
て
質
疑

し
た
。

①
　
旧
堀
之
内
病
院
療
養
病
棟
︵
堀
之
内

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
含
む
︶
に
つ
い
て

　
施
設
が
新
し
く
健
全
に
保
た
れ
て
お
り
、

特
別
浴
室
、
給
食
調
理
場
等
の
設
備
が
整

っ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。

　現
在
不
足
し
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
に
転
用
す
る
の
が
最
も
望
ま
し

い
と
の
共
通
の
認
識
だ
っ
た
。
し
か
し
こ

れ
か
ら
は
個
室
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
現

在
の
50
床
が
25
床
程
度
と
制
限
さ
れ
る
た

め
、
増
床
や
改
築
が
必
要
。
１
階
部
分
の

堀
之
内
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
所
有
者

で
あ
る
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
意
思

決
定
を
尊
重
し
、
今
後
の
協
議
を
見
守
る

こ
と
と
し
た
。

②
　
堀
之
内
老
人
憩
の
家
に
つ
い
て

　築
後
、
年
数
が
経
過
し
古
い
も
の
の
、

管
理
も
さ
れ
て
お
り
、
木
造
平
屋
の
建
物

は
趣
が
あ
り
安
ら
ぐ
と
の
評
価
も
あ
っ
た

が
、
水
回
り
や
ト
イ
レ
、
照
明
な
ど
現
行

に
そ
ぐ
わ
な
い
設
備
の
た
め
、
早
急
な
建

替
を
望
む
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
水
害

の
危
険
性
、
冬
季
除
雪
の
問
題
な
ど
が
あ

る
た
め
、
ほ
か
の
空
き
施
設
に
移
転
を
望

む
意
見
も
あ
っ
た
。

８
月
23
日
・
９
月
３
日
・
９
日
・
17
日
・

10
月
１
日
・
５
日
・
８
日
に
委
員
会
を
開

催
し
た
。

●
中
学
生
議
会
に
つ
い
て

　委
員
長
、
副
委
員
長
に
よ
る
事
前
講
義

を
７
月
27
日
に
開
催
し
た
。
今
年
度
の
担

当
校
は
魚
沼
北
中
学
校
３
年
生
で
、
リ
ハ

ー
サ
ル
を
11
月
16
日
、
開
催
日
を
11
月
19

日
と
し
た
。
当
日
の
保
護
者
の
モ
ニ
タ
ー

で
の
視
聴
や
Y
o
u
T
u
b
e
配
信
に
つ

い
て
検
討
し
た
。

●
市
民
の
声
を
聞
く
会
︵
議
会
報
告
会
︶

に
つ
い
て

　日
時
を
11
月
４
日
㈭
午
後
７
時
か
ら
９

時
、
会
場
を
堀
之
内
公
民
館
大
ホ
ー
ル
、

内
容
を
市
民
と
議
員
に
よ
る
意
見
交
換
と

し
、
意
見
交
換
に
つ
い
て
は
テ
ー
マ
別
に

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
こ
と
と
と
し
た
。

●
委
員
会
映
像
配
信
に
つ
い
て

　８
月
に
録
画
試
行
を
行
い
、
９
月
に
開
催

さ
れ
る
常
任
委
員
会
か
ら
Y
o
u
T
u
b
e

に
よ
る
映
像
配
信
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
報
告

総
務
文
教
委
員
会
報
告

旧堀之内子育て支援センターの視察の様子

常任委員会はYouTubeにて配信しております。QRコードよりご覧ください。

堀之内老人憩の家の視察の様子

産
業
厚
生
委
員
会
報
告
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８
月
26
日
・
９
月
３
日
・
９
月
16
日
に
委

員
会
を
開
催
し
た
。

１
　
審
査
事
件

陳
情
第
１
号

﹁
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
私
立
高
校
生
の
学

び
を
保
障
し
私
立
高
校
の
教
育
環
境
整
備

を
は
か
る
た
め
、
私
学
助
成
増
額
・
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
﹂
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

問
　
私
立
高
校
に
進
学
し
た
人
数
は
ど
う
か
。

答
　
令
和
２
年
度
末
の
卒
業
生
２
６
８
人

の
う
ち
38
人
が
私
立
高
校
に
進
学
し
た
。

※

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

２
　
調
査
事
件

①
　
魚
沼
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

に
つ
い
て

　過
疎
対
策
事
業
に
対
す
る
各
種
財
政
措

置
を
受
け
る
た
め
に
必
要
と
な
る
計
画
だ

が
、
現
行
の
計
画
が
期
間
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
新
た
な
法
律
に
基
づ
き
計
画
が
策

定
さ
れ
る
も
の
。
執
行
部
か
ら
は
計
画
案

や
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

問

　こ
れ
ま
で
の
計
画
と
ど
れ
だ
け
変
わ

る
の
か
。

答

　前
計
画
を
引
き
継
ぐ
形
で
策
定
を
進

め
て
い
る
が
、
人
材
確
保
や
施
設
整
備
等

に
つ
い
て
追
加
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
。

問

　掲
載
事
業
に
漏
れ
は
な
い
か
。

答

　掲
載
事
業
は
総
合
計
画
を
基
に
し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
過
疎
対
策
と
し
て
実
施

し
、
財
政
支
援
を
受
け
る
も
の
を
掲
載
し

て
い
る
。

②
　
魚
沼
市
公
立
保
育
園
等
再
編
計
画

︵
案
︶
及
び
第
二
期
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

　計
画
の
見
直
し
に
係
る
保
護
者
及
び
市

民
説
明
会
の
状
況
と
計
画
の
成
案
化
に
向

け
た
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

問

　参
加
者
の
中
に
計
画
に
反
対
の
声
は

な
か
っ
た
か
。

答

　基
本
的
な
再
編
方
針
に
つ
い
て
の
反

対
意
見
は
な
か
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

③
　
入
広
瀬
小
学
校
に
つ
い
て

　保
護
者
や
地
元
関
係
者
を
対
象
と
し
て

開
催
さ
れ
た
入
広
瀬
小
学
校
の
今
後
に
係

る
説
明
会
及
び
意
見
交
換
の
内
容
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。

④
　
押
印
等
見
直
し
の
実
施
に
つ
い
て

　行
政
手
続
の
市
民
負
担
軽
減
や
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
の
た
め
、
今
後
進
め
ら
れ
る
押

印
、
署
名
の
見
直
し
の
概
要
や
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
説
明
を
受
け
た
。

⑤
　
小
中
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
つ
い
て

問

　２
学
期
が
始
ま
っ
た
が
市
内
小
中
学

校
の
対
応
は
ど
う
か
。

答

　基
本
的
に
は
国
か
ら
示
さ
れ
た
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
の
っ
と
っ
て
行
っ
て
お
り
、
新

し
い
生
活
様
式
も
徹
底
し
て
行
う
よ
う
に

し
て
い
る
。

⑥
　
財
政
計
画
及
び
定
員
適
正
化
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　ど
ち
ら
の
計
画
も
改
訂
時
期
を
迎
え
て

い
る
が
、
社
会
情
勢
や
制
度
改
正
等
の
影

響
に
よ
り
、
計
画
の
改
訂
に
は
今
し
ば
ら

く
時
間
が
必
要
で
あ
る
旨
の
説
明
を
受
け
た
。

問

　い
つ
ま
で
に
改
訂
で
き
そ
う
な
の
か
。

答

　早
め
に
作
業
は
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
現
段
階
で
い
つ
ま
で
と
い
う
こ

と
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

⑦
　
第
二
次
魚
沼
市
総
合
計
画
前
期
基
本

計
画
の
総
括
に
つ
い
て

　令
和
２
年
度
末
で
前
期
基
本
計
画
の
計

画
期
間
が
終
了
し
た
た
め
、
各
施
策
に
お

け
る
取
組
の
評
価
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

⑧
　
第
２
期
魚
沼
地
域
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
︵
案
︶
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
結
果
に
つ
い
て

　南
魚
沼
市
、
湯
沢
町
と
と
も
に
魅
力
あ

る
圏
域
の
形
成
を
図
る
た
め
、
連
携
し
て

推
進
す
る
具
体
的
な
取
組
を
示
し
た
当
該

ビ
ジ
ョ
ン
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結

果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

⑨
　
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

　調
査
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

３
　
現
地
調
査

　解
体
が
予
定
さ
れ
て
い
る
旧
堀
之
内
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
来
年
度
開
園
が

予
定
さ
れ
て
い
る
私
立
保
育
園
の
建
設
予

定
地
を
視
察
し
た
。

　旧
堀
之
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
対
す
る
近
隣
へ

の
丁
寧
な
対
応
を
望
む
意
見
と
、
私
立
保

育
園
建
設
予
定
地
に
つ
い
て
は
、
交
通
量

や
消
雪
パ
イ
プ
、
用
水
路
等
周
辺
環
境
の

危
惧
と
そ
の
改
良
を
望
む
意
見
が
出
さ
れ

８
月
30
日
・
９
月
17
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１
　
審
査
事
件

請
願
第
４
号

　紹
介
議
員
欠
席
の
た
め
、
執
行
部
に
確

認
の
質
疑
を
行
い
、
討
論
の
後
、
採
決
を

行
っ
た
。

問

　事
業
者
へ
の
支
援
は
行
っ
て
い
る

が
、
困
窮
し
て
い
る
個
人
に
対
し
て
の
支

援
は
行
っ
て
い
る
か
。

答

　コ
ロ
ナ
禍
で
収
入
が
減
る
人
に
対
す

る
住
居
費
の
支
援
と
し
て
住
居
確
保
給
付

金
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
は
申
請
が
な
か
っ
た
も
の
が
増
え
て
き

て
い
る
。
生
活
保
護
に
つ
い
て
も
申
請
者

が
増
え
て
い
る
。

問

　市
内
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
利
用
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答

　社
会
福
祉
協
議
会
が
取
り
ま
と
め
を

行
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
ひ
と
り
親

世
帯
へ
の
米
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

※

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と

決
定
。

議
案
第
96
号
〜
99
号

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２
　
調
査
事
件

①
　
市
民
福
祉
部
の
事
業
進

　状
況
等
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

　斎
場
建
設
瑕
疵
担
保
請
求
に
係
る
債
権

放
棄
後
の
対
応
の
経
過
、
養
豚
団
地
の
臭

気
対
策
等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
質
疑

を
行
っ
た
。

②
　
産
業
経
済
部
の
事
業
進

　状
況
等
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

　各
ス
キ
ー
事
業
者
と
の
協
議
、
須
原
ス

キ
ー
場
索
道
施
設
復
旧
工
事
等
に
つ
い
て

質
疑
を
行
っ
た
。

③
　
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
の
結
果
報
告
を
行
っ
た
。

④
　
魚
沼
も
の
づ
く
り
振
興
協
議
会
と
の

懇
談
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

⑤

　所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

　調
査
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

３
　
現
地
調
査

　現
地
視
察
に
先
立
ち
、
視
察
先
の
両
施

設
の
概
要
に
つ
い
て
担
当
者
か
ら
説
明
を

受
け
質
疑
を
行
っ
た
。施
設
の
耐
久
年
数
、

現
在
の
使
用
状
況
、
過
去
に
発
生
し
た
水

害
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
、
利

用
者
等
か
ら
の
意
見
聴
取
に
つ
い
て
質
疑

し
た
。

①
　
旧
堀
之
内
病
院
療
養
病
棟
︵
堀
之
内

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
含
む
︶
に
つ
い
て

　
施
設
が
新
し
く
健
全
に
保
た
れ
て
お
り
、

特
別
浴
室
、
給
食
調
理
場
等
の
設
備
が
整

っ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。

　現
在
不
足
し
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
に
転
用
す
る
の
が
最
も
望
ま
し

い
と
の
共
通
の
認
識
だ
っ
た
。
し
か
し
こ

れ
か
ら
は
個
室
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
現

在
の
50
床
が
25
床
程
度
と
制
限
さ
れ
る
た

め
、
増
床
や
改
築
が
必
要
。
１
階
部
分
の

堀
之
内
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
所
有
者

で
あ
る
魚
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
意
思

決
定
を
尊
重
し
、
今
後
の
協
議
を
見
守
る

こ
と
と
し
た
。

②
　
堀
之
内
老
人
憩
の
家
に
つ
い
て

　築
後
、
年
数
が
経
過
し
古
い
も
の
の
、

管
理
も
さ
れ
て
お
り
、
木
造
平
屋
の
建
物

は
趣
が
あ
り
安
ら
ぐ
と
の
評
価
も
あ
っ
た

が
、
水
回
り
や
ト
イ
レ
、
照
明
な
ど
現
行

に
そ
ぐ
わ
な
い
設
備
の
た
め
、
早
急
な
建

替
を
望
む
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
水
害

の
危
険
性
、
冬
季
除
雪
の
問
題
な
ど
が
あ

る
た
め
、
ほ
か
の
空
き
施
設
に
移
転
を
望

む
意
見
も
あ
っ
た
。

８
月
23
日
・
９
月
３
日
・
９
日
・
17
日
・

10
月
１
日
・
５
日
・
８
日
に
委
員
会
を
開

催
し
た
。

●
中
学
生
議
会
に
つ
い
て

　委
員
長
、
副
委
員
長
に
よ
る
事
前
講
義

を
７
月
27
日
に
開
催
し
た
。
今
年
度
の
担

当
校
は
魚
沼
北
中
学
校
３
年
生
で
、
リ
ハ

ー
サ
ル
を
11
月
16
日
、
開
催
日
を
11
月
19

日
と
し
た
。
当
日
の
保
護
者
の
モ
ニ
タ
ー

で
の
視
聴
や
Y
o
u
T
u
b
e
配
信
に
つ

い
て
検
討
し
た
。

●
市
民
の
声
を
聞
く
会
︵
議
会
報
告
会
︶

に
つ
い
て

　日
時
を
11
月
４
日
㈭
午
後
７
時
か
ら
９

時
、
会
場
を
堀
之
内
公
民
館
大
ホ
ー
ル
、

内
容
を
市
民
と
議
員
に
よ
る
意
見
交
換
と

し
、
意
見
交
換
に
つ
い
て
は
テ
ー
マ
別
に

４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
こ
と
と
と
し
た
。

●
委
員
会
映
像
配
信
に
つ
い
て

　８
月
に
録
画
試
行
を
行
い
、
９
月
に
開
催

さ
れ
る
常
任
委
員
会
か
ら
Y
o
u
T
u
b
e

に
よ
る
映
像
配
信
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
報
告

総
務
文
教
委
員
会
報
告

旧堀之内子育て支援センターの視察の様子

常任委員会はYouTubeにて配信しております。QRコードよりご覧ください。

堀之内老人憩の家の視察の様子

産
業
厚
生
委
員
会
報
告
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　「市
議
会
だ
よ
り
」
を
読
ん
で
い
る
と
、

市
内
の
ス
キ
ー
場
の
今
後
の
運
営
に
関
す

る
記
事
が
目
に
留
ま
り
ま
す
。
こ
こ
数
年

で
は
大
原
ス
キ
ー
場
、
大
湯
温
泉
ス
キ
ー

場
が
営
業
終
了
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　私
も
幼
い
頃
か
ら
市
内
の
ス
キ
ー
場
で

ス
キ
ー
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ス
キ
ー

場
が
営
業
終
了
に
な
っ
て
し
ま
い
、
も
う

滑
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
う
と
と
て
も

残
念
で
す
。

　毎
年
市
内
の
ス
キ
ー
場
に
滑
り
に
行
く

と
、
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
む

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
雪
が
降

る
中
で
も
子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い

に
滑
っ
て
い
ま
す
。ポ
ー
ル
を
セ
ッ
ト
し
、

熱
心
に
滑
り
込
む
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ー
シ
ン
グ

の
子
ど
も
た
ち
も
い
て
、
練
習
に
励
み
、

全
国
大
会
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
も
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
市
内
の
ス

キ
ー
場
で
楽
し
く
滑
走
し
て
い
る
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　都
内
で
の
旅
行
会
社
で
の
勤
務
を
辞

め
、６
年
前
に
魚
沼
市
に
帰
郷
し
ま
し
た
。

帰
郷
し
た
理
由
は
大
小
あ
り
ま
す
が
、
大

き
な
理
由
は
「
魚
沼
市
に
ス
キ
ー
場
が
あ

る
か
ら
」
魚
沼
市
は
約
６
カ
月
間
、
自
然

降
雪
の
上
を
滑
走
（
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
）
す
る
こ
と
の
で
き
る
全
国
的
に
見

て
も
稀
な
地
域
で
す
。
私
は
「
市
民
の
ス

キ
ー
場
を
考
え
る
会
」の
副
代
表
と
し
て
、

市
内
ス
キ
ー
場
が
こ
の
街
に
与
え
て
く
れ

て
い
る
正
し
い
価
値
を
伝
え
る
た
め
に
、

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
ス
キ
ー
場
の
新
た
な

可
能
性
を
見
出
し
、
形
に
す
る
た
め
活
動

し
て
い
ま
す
。

　密
な
屋
内
、
県
外
へ
の
旅
行
や
移
動
が

厳
し
い
疫
病
の
渦
中
、
地
元
の
当
た
り
前

に
あ
る
場
所
、
物
、
事
柄
を
い
か
に
魅
力

と
捉
え
、工
夫
で
き
る
か
。
害
と
見
る
か
、

魅
力
と
見
る
か
。
地
力
が
試
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
信
頼
で
き
る
仲
間
と
共

に
、
私
な
り
に
工
夫
し
、
発
信
し
て
行
き

ま
す
。

　９
月
30
日
、
緊
急
事
態
宣

言
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
が
全
面
解
除
さ
れ
、
10
月

５
日
現
在
、
全
国
の
感
染
者

数
は
９
８
２
人
と
激
減
し
ま

し
た
。
魚
沼
市
の
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
状
況
は
、
12
歳

以
上
の
２
回
接
種
率
は
９
月

末
現
在
、
83
・
４
％
で
す
。

激
減
し
た
理
由
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
基
本
的
な
感
染
予
防

対
策
が
功
を
奏
し
て
き
た
と

感
じ
ま
す
。

　魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
新

米
を
は
じ
め
、里
山
の
紅
葉
・

魚
沼
の
宝
巡
り
等
、
魚
沼
の

秋
を
満
喫
で
き
る
季
節
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
国
、
県
、

市
に
よ
る
観
光
支
援
事
業
が

行
わ
れ
、
魚
沼
の
秋
を
求
め

て
観
光
客
が
訪
れ
る
な
ど
、

日
常
生
活
に
活
気
が
少
し
ず

つ
戻
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
基
本
的
な
感
染
防
止
対

策
を
行
い
な
が
ら
、
疲
弊
し

た
地
域
経
済
を
市
民
の
力
で

立
て
直
し
ま
し
ょ
う
。

（
横
山
正
樹
）

あ
と
が
き

市
民
の
声

試
さ
れ
る
地
力

小
出
本
町

櫻
井
一
崇
さ
ん

市
内
の
ス
キ
ー
場
に
つ
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　感染症対策に十分留意したうえで
「市民の声を聞く会」を開催します。
今回は初めて、グループに分かれて
少人数での意見交換会を実施します。
　より１人１人と向き合って率直な
ご意見をお聞きし、今後の議会活動
に反映していきます。予約不要です
ので直接会場にお越しください。

　小
出
中
学
校
は
、元
気
が
あ
り
団

結
力
が
と
て
も
強
い
で
す
。今
年
度

の
体
育
祭
で
は
、感
染
症
対
策
を
と

り
な
が
ら
各
学
年
で
工
夫
を
凝
ら
し

た
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、競

技
後
に
互

い
の
健
闘

を
称
え
合
い
、全
校
一
丸
と
な

っ
て
校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。今

年
度
も
様
々
な
活
動
を
通
し

て
、さ
ら
に
団
結
力
の
あ
る
学

校
に
し
た
い
で
す
。
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市民の声を聞く会
-あなたの声を聞かせてください-

第２回議会報告会

11/4

11月4日㈭ 午後7時〜午後9時ごろ

堀之内公民館大ホール

日時

会場

※当日はこの議会だよりが資料となりますので、お持ちください。
　市内の感染状況によっては中止します。




